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    Bhutan is located on the South slope of the Great Himalaya. 
The Northern border between Bhutan and Tibet is above 
7,000 m., but the Southern one, between Bhutan and India, is 
only about 200 m. 

    Bhutan can be divided into three areas by altitude. Re-
sidences start from 4,100 m. In this alpine zone annual rainfall 
is 400 mm, 60-90 percent of it falling in the Monsoon season. 
In this area, the main subsistence is seasonal Yak nomadism. 

    The 3,000-1,500 m. zone, the so-called middle inner Hima-
laya, has a cold temperate climate with annual precipitation 
averaging about 1,000 mm. The western region receives a 
comparatively higher rainfall. Buckwheat is cultivated at the 
higher elevations and rice in lower sites. Cattle breeding is also 
common. Agricultural field move by season, with those at 
higher elevations being cultivated in summer and the lower sites 
in winter.  Cattle are also relocated to lower sites in the winter. 
This might have been influenced by the tradition of Yak 
nomadism. 
    Near the southern border, at an elevation of less than 
1,500 m., the climate is hotter and humid, with average annual 
temperatures ranging from 15-30°C and a rainfall of  2,500-
5,000 mm in some areas. In that zone the rice is the main crop. 

    In cultural terms, Yak nomadism came from the North 

(Tibet) and rice cultivation might have been broguht from the 
South (Assam). Thus Bhutan lies at the junction of the Tibetan 
and Assamese cultural zones.
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０． は じ め に

　本論は，ブータンにおける標高差による生業形態の違いについて報告することを目

的としている１ブータンには，現在も個人の旅行が制限されているとはいえ，近年数

多 くの団体旅行者が訪れるようになり，いろいろな見聞の報告が行われるようになっ

た。その意味では，ブータンに関する紹介時代はすでに終わ ったといっても良いだろ

う。その結果ブータンに関しては，今後より一層実証的な研究がのぞまれる時代 とな

ったと言 うことができる。

　また一方，今日までのブータンに関しては，宗教，歴史を中心とした人文学的研究

がその主流をしめていた。とくにこのような傾向は欧米の研究者の間で顕著である。

ブータンの人びとがどのような自然条件のもとに住み，どのような生業を営み，その

生活習慣がどのようなものであるかに関する研究は，む しろす くなかったといわなけ

ればならない。

　さて，ブータンに関する組織だった初期の研究としてはカラン［ＫＡＲＡＮ　ｌ９６７］を

挙げることができる。それとともに，わが国にもすぐれた研究がある。たとえば，１９５７

年日本人・としてはじめてブータンを訪れた中尾佐助の著書 ［中尾　１９７１］や， １９６４年

からブータ シに農業指導のため滞在 している西岡京治のｉ著書 ［西岡 ・西岡　１９７８］，ま

た中尾 と西岡の共著による研究書 ［中尾 ・西岡　１９８４］・それに加えて，ブータンを東

西に踏査 した京都大学山岳部の報告書 ［桑原（編）　 １９７８］などである。

　本報告においては，著者自身がブータンにおいて行った調査と民具収集の経験をも

とにして∴ブータンの生業のあり方をそこで用いられる民具との関連に注目しつつ報

告 したいと思 う。

　ブータン社会の興味ある特徴は，ヒマラヤの山腹に，その高度にしたがって，たく

みな生業形態が展開 していることである。

　本稿においては，はじあに北部高地におけるヤクの移牧 とそれより低地におけるウ
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シの飼育について報告をす る。そしてそれにつづいて，高地におけるソバ栽培と稲作

についての報告を行い，合わせてブータンの文化を考察することをもくろんでいる。

そしてこれ らの生業を成 り立たせている物質文化を，本館所蔵のブータン収集品との

関連を明 らかにしなが ら論考 したいと考えている。

１． ブ ー タンの 自然 条 件

　 ブ ー タ ンは ，バ ング ラデ シ ュの北 方 ， ヒマ ラヤ 山脈 の 東 部 ， お よ そ 北 緯２６度 ４５分 か

ら ２８度 １０分 ， 東 経 ８８度 ４５分 か ら９２度 １２分 に位 置 して い る。 ブ ータ ンは南 北 が お よ そ

１７０キ ロメ ー トル ，東 西 は３００キ ロメ ー トル で あ り， その 面 積 は お よ そ４６，５００平 方 キ ロ

メ ー トル で あ る。

　 ブ ー タ ンの 自然 条 件 の 大 きな特 徴 は ， 北 部 の ヒマ ラヤ 山脈 が ７，５００メ ー トル の 高 さ

に お よん で い るの に対 して ，南 部 国境 地 帯 で は標 高 百 数 十 メ ー トル ほ ど で あ る。 ブ ー

タ ンの南 方 は ア ッサ ム平原 で あ り， ブ ラ フマ プ トラ河 が 西 流 して い る。

　 ブ ー タ ンの地 理 的景 観 を 単純 化 して述 べ る と， ヒマ ラヤ 山脈 の 南斜 面 に 広 が った地

域 とい う こ とが で き るで あ ろ う。 しか し実 際 は ， も っ と複 雑 な 地 形 を して い る。 ヒマ

ラヤ 山脈 か ら南 に の び た支 尾根 は， 網 目の よ うに複 雑 な地 形 を描 きな が ら， 徐 々 に高

度 を 下 げ ， ア ッサ ム平 原 に至 って い る。

　 ま ず は じめ に ， ブ ー タ ンの 背 景 を な す ヒマ ラヤ 山脈 につ いて 見 る こ とに した い。 ヒ

マ ラヤ 山脈 に は ， エ ベ レス ト（８，８４５メ ー トル ）， カ ンチ ェ ン ジ ュ ンガ （８，５９８メ ー トル）

とい った ネパ ー ル ・ヒマ ラ ヤの 高 峰 につ らな って， そ の東 方 に は ブ ータ ン ・ヒマ ラヤ

が あ り， そ こに は ，西 かち ， チ ョモ ラ リ （７，３２０メ ー トル）， ツ ェ リム カ ン （６，９００メ ー

トル ）， カ ンチ ェダ （６，８００メ ー トル）， マ サ ・コ ン （７，２００メ ー トル ）， ッ ェ ンダ カ ン

（７，２００メ ー トル）， テ リカ ン （７，３００メ ー トル）， ジ ェ ジ ェカ ンプ ー （７，３００メ ー トル ），

ガ ンカー プ ンス ム （７，５４１メ ー トル ）， クー ラカ ン リ （７，５６９メ ー トル ） と い った 高 峰 が

な らび た って い る。

　 これ らの ブ ー タ ン ・ヒマ ラヤの 標 高 につ い て は ，最 近 の調 査 で か な り疑 義 が 表 明 さ

れて い る。 す な わ ち１９８５年 １０．月 の京 都 大 学 ブ ータ ン ・ヒマ ラヤ学 術 登 山隊 の 測 量 に お

いて は， マ サ ・コ ン峰 は ブ ータ ン政 府 の発 表 した標 高 が７，２００メ ー トル で あ るの に 対 し

て，６，８００メ ー トル 前 後 の標 高 を算 出 して い る。 ま た 同 年 同 時期 に ，ブ ー タ ン中 央 部 の

ナ ム シラ に登 頂 した 千葉 大 学 登 山隊 か らも， ブ ータ ン政府 が発 表 した標 高 は ６，５００メ

ー トル で あ った が
，高 度 計 は ６，０００メ ー トル しか示 さ な か った と報 告 され て い る。 こ
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の よ うな 報 告 が あ る こ とか らも ， これ らブ ータ ン ・ヒマ ラヤの 標 高 は，今 後 の学 術 的

に正 確 な る測 量 に よ り，大 い に変 わ る可 能性 が あ るだ ろ う。

　 この ヒマ ラヤ 山脈 は ， 同 じ大 陸 に属 して い な が ら， イ ン ドと チベ ッ トとの 間 に 立 っ

て ， この 二 つ の 地域 に きわ だ った気 象 環 境 を つ くり出す 上 で ， とて つ もな く大 きな役

割 を果 た して い る。 す な わ ち， ６月 か ら ９月 にか け て ， イ ン ド大 陸 に発生 す るモ ンス

ー ンの雲 を
， この ヒマ ラヤ 山脈 が さえ ぎ って ， ヒマ ラヤ の南 山麓 に多 量 の 雨 を もた ら

す ので あ る。

　 イ ン ド大 陸 に お け るモ ンス ー ンは， ヒマ ラ ヤ 山脈 と大 い に 関係 の あ る こ と と して論

じ られ て きた 。 安 成 らは ， モ ンス ー ンと ヒマ ラ ヤの 関係 につ い て ，次 の よ う に論 じて

い る ［安 成 ・藤 井 　 １９７３：４］。

　　 「一…大量 の降雪 （水） は， イン ド洋か らや って くる湿 ったモ ンスー ン気流 によ ってもた ら

　　 され る。 平均的な自由大気中で は，熱帯 といえ ども，５，０００ｍ 以上になると，大気中の水蒸

　　気 は極端にす くな くな り，この高さ以上での大量の降水量は，常識的には考え にくい。 しか

　　 し，強い対流などによ り，水蒸気が上層 にまで大量 に輸送されるとす ると，高所での多量 の

　　 降水 もあ り得よう。モ ンスー ン期の ヒマ ラヤでは，ま さに このような強い上昇気流が，広域

　　 に生 じていると考えねばな らない。」

　　 「そ して このような強い上昇気流は，広大なチベ ッ ト高原を含む ヒマ ラヤ山塊全体が，夏 に

　　 なるとあたか もホ ットプ レー トのよ うに熱せ られるために生 じることが，明 らか にな って き

　　 た。」

　 と述 べ て い る。 す な わ ち， 夏 に な る と， ヒマ ラ ヤ 山脈 を ふ くむ チ ベ ッ ト高 原 が 熱 せ

られ て ，大 気 は強 い上 昇 気 流 とな って チ ベ ッ ト高 原 に は低気 圧 帯 が 出現 す る。 そ して

そ の チ ベ ッ トの低 気 圧 帯 に対 して ，南 の湿 った空 気 が 吹 き こむ 。 そ の時 ヒマ ラ ヤ山 脈

の南 斜 面 が この上 昇 気 流 を 助 長 す る役 目を果 た し，本来 な ら ば，運 ば れ る はず の な い

高 度 にま で湿 潤 な空 気 が 運 び 上 げ られ ， そ れ が雪 や雨 とな って ヒマ ラヤ 山脈 に降 る。

これ が モ ンス ー ンで あ る と考 え られ て い る ので あ る。

　 ブ ータ ンは ， この よ うに ヒマ ラヤ 南 山麓 に位 置す る こ とか ら， ６月 か ら ９月 まで の

モ ンス ー ン期 に は ，多 量 の 雨 が 降 る。各 地 に お け る雨 は， 図 １に示 した通 りで あ る。

プ ン ッ ォ リンの年 間 総 雨 量 は ４，０５４ミ リメ ー トル で あ り， その 気 温 も年 間気 温 が２４度

で あ る。 この こ とか らも， プ ンツ ォ リンに代 表 さ れ る ブ ー タ ン南 山麓 の 町 が ，熱 帯 多

雨 帯 に属 して い る こ とが明 らか で あ ろ う。

２． ブ ー タ ン の 川

そ して この モ ンス ー ンは南 部 低 地 に雨 を もた らす だ けで な く，北 部 の ヒマ ラヤ 山脈
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図 １　 ブ ー タ ン 各 地 の 年 間 降 雨 量 （［Ｎｅｇｉ　 １９８３］より作図）
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で は， 雪 とな り， そ の雪 が 巨大 な貯 水 源 と して の役 割 を 果 た して い る。す なわ ちモ ン

ス ー ンに よ って 降 った 雪 は，氷 河 とな って ヒマ ラ ヤ山 脈 に蓄 積 さ れ るの で あ る。 最近

で は衛 星 写 真 に よ り今 日ま で踏 査 さ れ な か った 地 域 にお け る氷 河 面 積 まで もが 算 出 さ

れ るよ う にな った 。 安成 ら ［安成 ・藤 井 　 １９７３：１３７］は，そ の著 書 の 中で ，藤 井 ［藤 井

１９７７］の文 献 を 引用 しな が ら， ブ ータ ン ・ヒマ ラヤ に お け る氷 河 分布 面 積 を ２，７３０平

方 キ ロメ ー トル で あ る と して い る。 い ま平 均 的 な 氷 河 の 厚 さを５０メ ー トル ， 氷 河 の氷

の比 重 を０．・８３と仮 定 す る と， この ブ ータ ン ・ヒマ ラヤ に は お よそ １，０００億 トンの 水 が

貯 蔵 さ れて い る こ と にな る１）。

　 こ の よ うな ブ ータ ン・ヒマ ラ ヤ に お け る氷 河 の特 徴 は， 氷 河 の 末 端 高 度 が ネパ ール ・

ヒマ ラヤ に比 べ て 著 し く低 い こ とで あ る。 ブ ー タ ン北 方 の マ サ ・コ ン峰 に お け る氷河

の末 端 高 度 は ， お よ そ ４，５００メ ー トル で あ った 。 安成 ら ［安 成 ・藤 井 　 １９７３：１４０］ の

報 告 で は ， ア ッサ ム に お け る氷 河 の末 端 高 度 は ネパ ール ・ヒマ ラヤ に比 べ て ２，０００メ

ー トル も低 い とい う
。 そ して そ の理 由 は， ア ッサ ム地 方 は ，夏 の南 西 モ ンス ー ンに よ

る降 水 量 が 数 千 ミ リメ ー トル に もな る地 球 上 稀 有 の 多雨 地 帯 で あ り， この よ うな雨 が

ヒマ ラ ヤの 高所 で は ，大 雪 とな り氷 河 を 酒 養 す る と同 時 に ，厚 い雲 は 日射 を さえ ぎ り

氷 河 の融 雪 を 低 く押 さえ て氷 河 を発 達 させ る条 件 を つ くり出 して い る と述 べ て い る。

　 さて ， この よ うに蓄 積 され た水 が ， や が て ヒマ ラヤ の南 山麓 を川 と な って 流 れ下 る。

ブ ー タ ンの地 形 に つ い て語 る とき ， ブ ータ ンを南 北 に流 れ て い る これ ら急 峻 な川 につ

い て のべ る こ とか らは じめ た い と思 う。

　 一 番 西 に位 置 す る大 きな川 は ， ア モ ・チ ュ （Ａｍｏ　Ｃｈｕ）で あ る。 ア モ ・チ ュは チ ベ

ッ トに源 を 発 して ， チ ベ ッ トの ヤ ー トンに お い て 二 つ の 川 が 合 流 しブ ー タ ンの一 番

西 を 流 れ る川 と な って プ ンツ ォ リンで 支 流 と 合 流 して ， ア ッサ ム に流 れ 出て トル サ

（Ｔｏｒｓａ）川 とよ ば れ る。

第 二 の川 は ， ウォ ン ・チ ュ （Ｗ ｏｎｇ　Ｃｈｕ） で あ る。 この川 は， ハ を流 れ るハ ・チ ュ

ー （Ｈａ　Ｃｈｕ）
， パ ｔｉを流 れ るパ ロ ・チ ュ， テ ィ ンプ ー を 流れ る テ ィ ンプ ー ・チ ュが合

流 して ， ウ ォ ン ・チ ュ とな る。 また この 川 は 下 流 で は チ ン ・チ ュ （Ｃｉｎ　Ｃｈｕ）， ライダ

ク （Ｒａｉｄａｋ）川 と もよ ばれ る。

第 三 の川 は ，マ サ ・コ ンの あ た りに源 を発 す るモ ー ・チ ュ（Ｍ ｏ　Ｃｈｕ）とそ の東 方 の

ジ ェ ジ ェカ ンプ ー カ ン， カ ンフ。一 カ ンに源 を 発 す る ポ ・チ ュ （Ｐｈｏ　Ｃｈｕ） とが ブ ナ カ

で合 流 して ， ブ ナ カ ・チ ュ （Ｐｕｎａｋａ　Ｃｈｕ）， な い しは モ ・チ ュ （Ｍ ｏ　Ｃｈｕ） とな る。

ま た この川 は， 下 流 で はサ ン コ シ ュ （Ｓａｎｋｏｓｈ）と よ ばれ る こ と もあ る。

１）氷河 の厚 さ，氷河 の比重に関 して は，武庫川女子大学，横 山宏太 郎氏 よりご教示 いただいた。
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　 第 四 の川 は ， トンサ を 流 れ るマ ンデ ・チ ュ （Ｍ ａｎｇｄｅ　Ｃｈｕ）が トンサ を す ぎ て トン

サ ・チ ュ （Ｔｏｎｇｓａ　Ｃｈｕ）とな り， ま た ブ ムタ ン （Ｂｈｕｍ ｔａｎｇ） を 流 れ るメ ラカ ル ・チ

ュ （Ｍ ｅｌａｋａｒ　Ｃｈｕ）が ブ ム タ ンを す ぎて ブ ムタ ン ・チ ュ （Ｂｈｕｍ ｔａｎｇ　Ｃｈｕ）ま た は マ ン

デ ・チ ュ （Ｍ ａｎｄｅ　Ｃｈｕ）とな り，遠 くク ー ラ カ ン リ（Ｋｕｌａ　Ｋａｎｒｉ，７，５６９メ ー トル） の

あ た りの チ ベ ッ トか ら流 れ 出 す クル ・チ ュ （Ｋｕｒｕ　Ｃｈｕ）とタ シガ ン （Ｔａｓｈｉ　Ｇａｎｇ）を

流 れ る ダ ンメ ・チ ュ （Ｄａｎｇｍ ｅ　Ｃｈｕ）が ひ とつ に な って マ ナ ス ・チ ュ （Ｍ ａｎａｓｕ　Ｃｈｕ）

とな る。

　 この よ うに ， ブ ータ ン川 は ， 複 雑 な 地 形 を縫 うよ うに して 流 れ て お り， そ して そ の

地 所 に よ って 呼 び 名 が か わ るた め に， 大 変 複 雑 で あ る。 ブ ータ ンの 主要 な川 は 図 ２に

ま とめ た。

３． ブー タン にお け る民 族 分布

　 ブ ー タ ンの 人 口 は １９８１年 の 政 府 発 表 の 数 で １１６万 人 で あ る。 ［Ｒｏ２ａｌ（］ｏｖｅｒｎｍｅｎｔ　ｏｆ

．Ｂｈｕｔａｎ　ｎ．ｄ．：４－５］。・そ の人 口 を構 成 して い るの は，大 き くはブ ータ ン人 とネパ ール 人

で あ る が ， その 比 率 に関 して は統 計 的 資 料 はな い 。 しか しお お よ そ ブ ー タ ン人 が８６パ

ー セ ン ト
， ネパ ール 人 およ び そ の他 の民 族 が １４パ ー セ ン トで あ る とい わ れ て い る。

　 ブ ー タ ンに お け る民族 分 布 は ， 大 き くは次 の よ うにわ か れ て い る と述 べ る こ とがで

き る だ ろ う。 す な わ ち， 南 部 国 境 線 に近 い１，０００メ ー トル ま で の低 地 に は ， も っ ぱ ら

ネパ ール 人 が 住 ん で い る。 た とえ ば ， ブ ー タ ン西 南 部 の 町 サ ム チ ー （Ｓａｍｃｈｉ）の住 人

の大 半 は ネパ ール人 で あ る。 ま た ， 中央 部 の 南 の チ ラ ン （Ｃｈｉｒａｎｇ）の ほ とん ど の人 口

は ネパ ール 人 で あ る し， ゲ レ フー （Ｇｅｌｅｋｐｈｕ）の北 に あ るス レー （Ｓｕｒｅ）に は ， 大 き

な ネパ ール 人 の村 が あ る。 お おむ ね ネ パ ール人 は ，南 部 低 地 に居 住 して い る とい うこ

とがで き る。

　 それ よ り高 度 の 高 い比 較 的乾 燥 地 帯 に は ブ ータ ン人 が居 住 して い る。 ブ ー タ ン人 と

一 言 で 表 現 され るが
， か れ らの間 で は， 西 ブ ー タ ン と東 ブ ータ ンとで は ， お互 い が そ

の 出 自 を異 に して い る と認 識 して い る。 す な わ ち，西 ブ ー タ ンの 人 び とは ， 自 らを ガ

ロ ン （Ｎｇａｌｏｎｇ 最 初 の人 ）と よび ・ 自 らの 出 自を チ ベ ッ トで あ る と認 識 して い るの に

対 して， 東 ブ ー タ ンの人 び とは ， 自 らを シ ャー チ ョ ップ （ＳｈａｒｃｈＯＰ 東 の 人 ） と よび ，

そ の 出 自 は南 部 の ア ッサ ミー ズ で あ る と認 識 して い る。 この 東 西 ブ ータ ンの 分 岐 は ，

ブ ラ ック ・マ ウ ンテ ンを横 切 る峠 ペ レ ・ラを ひ とつ の境 と して い る。 た しか に ，西 の

ブ ー タ ン人 と ， タ シ ・ガ ンで見 るブ ー タ ン人 と は， 顔 つ きが 異 な って い る。 この よ う
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図 ２ ブ ー タ ン 地 理 概 念 図



図 ３ ブ ー タ ン の 方 言 概 念 図
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に ，西 と東 とで ， そ れ ぞ れの 出 自に 対 す る認 識 が異 な って い るの で あ る。

　 そ れ に加 え て 言語 も地方 に よ って 大 き く異 な って い る。 学 校 教 育 は英 語 と共 通 語 と

して の ゾ ンカで 行 わ れ て い るが ， 地 方 に お け る共 通 語 の普 及 度 は低 い。 ブ ータ ンに お

け る方 言 の 分 布 に関 す る概 念 的 な図 は図 ３に示 した 。

　 ブ ー タ ンにお け る大 きな 区別 は ， この よ うに南 部 地 帯 の ネパ ール 人 と， 中央 部 地 帯

以 上 の ブ ータ ン人 と大 き く分 け る こ とが で き るが ， そ の他 に も， い くつ か の少 数 民 族

の存 在 を認 め る こ とが で き る。

　 そ の 中で も数 の 多 い の は ， ラヤ地 方 の ラヤ ップ と呼 ばれ る人 び とで あ る。 彼 らは ，

も っぱ らヤ クの 移 牧 を行 って い る。 しか し移 牧 を生 業 とす る ブ ー タ ン人 は他 に も居 る。

ラヤ ップを ひ と きわ 特 徴 づ け て い るの は服 装 で あ る。 ラヤ ップ の男 性 は他 の ブ ータ ン

人 と同 じ くゴ （Ｇｈｏ）と呼 ば れ る服 装 を して い る。 そ れ に対 して ， ラヤ ップ以 外 の ブ ー

タ ン人 の女 性 が キ ラ （Ｋｉｒａ）とよ ばれ る幅 広 の 一 枚 布 の衣 装 を着 用 して い るの に対 して ，

ラヤ ップ の女 性 は ， ヤ クの 毛 を つ む い だ 黒 くて 長 い ス カ ー ト（ζ〃吻 と， 同 じ く黒 いチ

ョ ッキ （ｋｏｒａ）を着 用 して お り，頭 に は ラヤ方 言 で ベ ロ （ｂｅｒｏ）と呼 ぶ ，竹 で編 ん だ 帽 子

を か ぶ って い る。 ま た ， 身体 に は ス プ ー ンな どを 細工 した チ ャチ ャー （ｃｈａｒｃｈａ）と呼

ばれ る装 身具 を身 につ けて い る。 彼 ら自身 ， 自 らの 出 自は チ ベ ッ トで あ ると い う。

　 一方 ブ ータ ン東 部 の サ ク テ ン谷 （Ｓａｋｕｔｅｎｇ）にお い て は ，ダ クパ と呼 ば れ る人 び とが

居 住 して い る。 ダ クパ の 特 徴 は， 四本 の タ レのつ いた ヤ クの 毛 で つ くった黒 い ベ レー

帽 と ， ヤ クの 皮 の チ ョ ッキで あ る。 ダ クパ の 住 居 地 は主 と して標 高 ３，０００メ ー トル の

サ ク テ ィ ン谷 で あ るが ， 彼 らは タ シガ ン周 辺 にま で あ らわ れ て い る。 彼 らは ヤ クの飼

育 を し，石 づ くりの 家 に住 ん で お り トウモ ロ コ シを 栽 培 して い る。 死 者 は 切 り刻 ん で

川 に流 す とい わ れ て い るが ， そ の生 活 につ いて は， あ ま り知 られ て い な い。 ダ クパ に

つ い ての ， 西 岡 らの記 述 は貴 重 な もので あ る ［西 岡 ・西 岡　 １９７８：１５２－１５６］。 ま た彼

らは，半 農半 遊 牧 民 で あ るの で ，牧 畜 民 を 意 味 す る ドクパ と称 され る こ と もあ る ［ス ト

ゥ リ ドンク他 　 １９８５：１０３］。 この ダ クパ の言 語 は ， ゾ ンカ よ りチ ベ ッ ト語 に近 い と い

わ れて い るが ， そ の詳 細 は 明 らかで はな い 。 ま た この人 び とは， イ ン ドの ア ル ナ チ ャ

ー ル ・プ ラデ シ ュや チ ベ ッ ト東 南 部 の少 数 民族 モ ンパ と似 か よ って い る とい わ れ て い

るが ， ど の よ うな 関係 にあ るの か は今 後 の研 究 を 待 た ね ば な らな い 。

　 ま た ブ ー タ ン人 は，牧 畜 民全 体 を ダ クパ と総 称 す る こ と もあ る。 た とえ ば ， 「ブ ナ

カ の 奥 に はダ クパ が住 ん で い る」 とい った 表 現 を す るが ， これ は明 らか に ラヤ ップ を

示 して い ると考 え られ る。

　 こ の他 に も， ブ ータ ンの西 南 部 ， プ ンツ ォ リンの 西 岸 に は， タ バ ・デ ュ ラデ ュル

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ４６５
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（Ｔａｂａ　Ｄｒａｄｕｌ）と い う民族 が 住 ん で い る。 彼 らは 明 らか に ブ ータ ン人 とは 違 った生

活 を営 ん で い る。 こん な話 が あ る。 プ ンツ ォ リンの ゾ ンダ （知 事） が この タ バ ・デ ュ

ラデ ュル の 地 域 に道 を 開 き橋 を か け るた め に ， そ の村 人 に使 役 を 命 じた と ころ ， われ

われ は シャ ブ ドゥ ン （１６３９年 か ら１７７３年 ごろ ま で つ づ い た聖 俗 最 高 の権ｉ威 者 ） とは ，

キ ンマ の 実 と弓 を つ く って納 め る約 束 とな って い る ので ， その よ うな租 税 に は従 う。

必 要 な キ ンマ と弓 の量 を知 らせ て 欲 しい 。 しか し道 の た め の使 役 は シ ャブ ドゥ ン との

約束 には な か った と言 った とい う。 これ な ど は ， この タバ ・デ ュ ラデ ュル の人 び とが ，

ブ ータ ン人 と何 百 年 に もわ た って 隔 離 した生 活 を営 ん で い た証 拠 で あ ろ う。

　 ま た 同 じ くシ ブ ッ ーの 近 くに は ， アパ デ シー と い う イ ン ド系 の民 族 が住 ん で い る。

彼 らは サ リーを 着 用 して そ の 外 見 は全 くイ ン ド人 とか わ らな い とい う２）。

　 こ の よ う な ブ ータ ン にお け る少 数 民 族 につ いて は，現 在 の と ころ ほ とん ど知 らされ

て お らず ， 中央 政 府 の 機 構 が整 い， そ の威 信 が 照 葉 樹 林 帯 の 奥 地 に 及 ぶ に従 って ，

徐 々 に明 らか にな りつ つ あ るの が現 状 で あ る。

４． ヤ ク の 飼 育

　 ブ ータ ンに お け る家 畜 の飼 育 状 況 は， 表 １に示 した。 農 耕 民 に対 して ， ヤ クや ウ シ

の 飼 育 を生 業 と して い る牧 畜 民 は， ジ ョップ と呼 ば れて い る。 この ジ ョ ップ の暮 しぶ

りを ， ブ ナ カの 北方 １６０ キ ロメ ー トル にあ る ラヤ村 の周 辺 を ひ とつ の 例 と して 見 る こ

と に した い 。 ラヤ 村 は標 高３，８００メ ー トル で ， そ の戸 は６０戸 ， 人 口は お よ そ１，０００人 で

あ る。

　稲 作 は２，７００メ ー トル が限 界 で あ るの で ， 当 然 ラヤ村 で は ，ソバ ，ム ギ， ジ ャガ イ モ

　 　 　 　 　 　 　 　 表 １　 ブ ー タ ン に お け る 飼 育 家 畜 頭 数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［Ｒｏ“ａｌ　Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｂｈｕｔａｎ　ｎ・ｄ・：３４］よ り　　　　　 （単位 ：千頭）

西 部 中央部 東 部 南 部 計

ウ シ

ヤ ク

ウ マ

ヒ ツ ジ

ヤ ギ

ブ タ

家 禽

６６．１

１８．０

５．１

ユ２．２

２４．１

２９．８

４１．８

２．０

２．７

８．８

６．１

６．１

２５．７

１０８．６

　 ６．１

１１．１

　 ７．８

１６．４

５０．０

１００．５

　 ２．４

１１．２

３６．２

　 ８．８

８０．９

３１７．０

２６．１

２１．２

４０．１

４２．３

５５．４

１８６．２

２） ダ クパ とアパ デ シー に つ いて は， 元 の通 信 ・観 光 大 臣 ， リ ョンポ ・サ ンゲ ・ペ ンジ ョー ル氏

か らの話 に よ る 。
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を 中心 に して カ ブや カ ラ シナ な ど の野 菜 の栽 培 が 行 わ れ て い る。 そ れ と と もに ， ラヤ

村 の生 業 を さ さえ て い るの はヤ クの飼 育 で あ る。 ラヤ村 の ヤ クの 数 は， お よそ ４，０００

頭 で あ るか ら， 一 人 あた り ４頭 ほ どに な る。 多 い家 族 で は ， お よ そ１００頭 ほ どの ヤ ク

を飼 育 して お り， 少 な い 家 族 で も２０頭 ほ ど の ヤ ク を飼 育 して い る。

　 ヤ ク （Ｂｏｓ　ｇｒａｎｎｉｅｎｓ）は偶 蹄 類 ウ シ科 の動 物 で あ る。 ブ ー タ ン人 は雄 の ヤ クを ヤ ク，

雌 の ヤ クをデ ィ， 子 供 の ヤ クを ヤ ー と呼ん で 区 別 す るが ， 以 下 この 動 物 を ヤ クと総 称

す る。 肩 高 は成 獣 で お よ そ， １．５メ ー トル ， 体 重 は５００キ ロ グ ラ ムか ら， ８００キ ログ ラ

ム に及 んで い る。 胸 か ら腰 にか け て 黒 い毛 で お お われ て い る。 白い 毛 の もの もあ る が ，

これ は まれ で あ る。 ブ ータ ン人 は ， 白 い ヤ ク は と くに美 味 で あ る とい う。

　 ヤ クの大 き な特 徴 は， 低 酸 素 ， 低温 に耐 え る ことで あ る。 私 の 観 察 で も良 好 な草 地

が あ れ ば５，０００メ ー トル に お いて 放 牧 して い た 。 しか し一 方 ，３，０００メ ー トル 以 下 で の

飼 育 は 困難 で あ る と いわ れ て い る。 ラヤ村 の場 合 ，村 人 は基 本 的 に移牧 民 で あ るが ，

ラヤ の人 び とは他 の ブ ータ ン人 と同様 に ， ラヤ村 に大 きな 家 を 持 って い る。 しか し，

彼 らは ほ とん ど そ の母 村 で 過 ごす こ とは な い 。彼 らは いつ も ヤ クを 追 って牧 草 地 を め

ぐって い る。牧 草 地 に は， ノ ーチ ム とよ ば れ る石 づ く りの小 屋 があ る。 そ して この ノ

ーチ ムで
， ま た は テ ン トを 張 って 一 年 の 大半 を生 活 す る。 そ のた め に一 年 間 で家 族 が

一 緒 にな るの は む しろ ま れな こ とで あ り
，祭 りの 時以 外 に は ほ とん ど一 家 が顔 を会 わ

せ る こ とが な い。

　 春 ，夏 ，秋 に は この よ うに移 牧 を 行 うが ，冬 は ヤ ク や ウ シに は飼 料 を 与 え な け れ ば

冬 が越 せ な い とい う。 それ で もひ と冬 に， ヤ クの子 ど もは ３か ら ４パ ー セ ン トが死 亡

す る とい う ［ＮＨＫ 取 材 班 　 １９８３：２２９］。

　 ヤ ク飼育 の大 きな 目的 は ，乳 を しぼ る こ とに あ る。搾 乳 は朝 夕 二 回で ， 一 回 の搾 乳

で ， お よそ １ リッ トル ほ ど を しぼ る。 搾 乳 の 方 法 は ，多 くの牧 畜 民 で見 られ る よ うに ，

は じめ に子 供 の ヤ クに少 し乳 を吸 わ せ る。 そ して す ぐに子 供 の ヤ クを はな し，雌 の ヤ

クの 後脚 を ヤ クの毛 で つ く った ロ ー プで ゆ わ え ， 女性 が搾 乳 す る。 しぼ った 乳 は， さ

っ と加 熱 して ， そ の ま ま飲 む こと もあ るが ， これ は む しろ ま れ で あ る。 その 大 半 はバ

タ ーづ くりに利 用 さ れ る。 お よ そ２０リ ッ トル ほ どの ミル ク を一 晩 放 置す る。 そ して ，

や や 醗 酵 しか け た と ころ を マ チ ヤ また は ゾ ム （ｃｏｍ　標 本 番 号 ＨＯ ｌｌ５９０７） と よ ばれ

る撹 拝機 に入 れ ，掩 伴 棒 で か き まぜ る。 そ の作 業 は ， お よ そ ２時 間 ほ どつ づ け られ る。

２時 間 ほ どたつ と， マ チ ヤの 中 で 分 離 した バ タ ー を集 めて ， 木 製 の容 器 マ シ ェー　（ｍａ－

ｓｈｅ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　ｌ　ｌ　５９１９）に取 り 出す 。 この バ タ ー は ，料 理 に用 い られ る。

　 一 方 ， バ タ ーを と った残 りの液 体 を 鍋 に取 って 加 熱 し， チ ー ズ を取 る。 この 場合 ，
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　表 ２　 いろいろな乳製品

［西岡 ・西岡　 １９７８：１４４］よ り

子 供 の ヤ クの 胃液 の一 部 を加 えて 凝 固 させ る と

い った チ ーズ の つ くりか た は な い。 この チ ー ズ

は ，水 切 りを して ， 大 きな鏡 モ チ の よ う な形 に

つ く る。 そ して ， 水 切 りを行 い ， そ れ を長 さ ４

セ ンチ メ ー トル か ら ５セ ンチ メ ー トル ，厚 さ １

セ ンチ メ ー トル ほ どの 厚 さに切 って ， ヤ ク の毛

で編 ん だ糸 に通 して ， 乾 燥 させ る。 これ が ， チ

ュ ゴな い しは デ ッパ と よ ばれ るチ ー ズ で あ る。

残 った 液 は ダ チ ュ と よ ばれ て ，飲 料 に さ れ た り

料 理 に 用 い られ る。

　 この チ ーズ が 白 く乾 燥 した あ とは 大 へ ん 固 く，

とて もか み きれ る もので はな い 。 ブ ータ ン人 は

そ れ を 口 の 中 に入 れ ，丁 度 キ ャ ラ メル の よ うに溶 か しなが ら食 べ て い る。 ヤ クの ミル

ク か らつ く られ る乳 製 品 に関 して は ，西 岡 ら ［西 岡 ・西 岡 　 １９７８：１４４］に ま とめ られ

て い るの で ，表 ２を参 照 され た い 。

　搾 乳 を終 わ った ヤ ク に は， 塩 を与 え る。 この時 に は ，雌 の ヤ クの 角 を 男 が に ぎ り，

ヤ クの首 を横 だ き に して 上 を 向 か せ る。 そ して も う一 人 が ， ヤ クの 口 を 強 引 に 開 か せ ，

そ こヘ ヤ ク の角 で で きた容 器 ウ ォ ドゥ （ωｏｄｕ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　１１５９１４）の 中 に 塩 を 入

れ て ， 口 の 中 に入 れ る。 同 時 に，人 が 口の 中 に ふ くん で い た 水 を ， ヤ クの 口 の 中 に注

ぎ込 ん で ，塩 を飲 み込 ませ る。 こ うす る とヤ クは の ど がか わ き よ く草 を食 べ ， ミル ク

の 出 も良 くな る とい うこ とで あ った 。 この作 業 は大 変 危 険 が 多 く， ヤ クの 角 で怪 我 を

す る こ と も多 い とい う。

　 この よ うに ， ヤ ク の飼 育 に はつ ね に塩 が必 要 で あ り， また か つ て チ ベ ッ トとブ ー タ

ンの 間 の重 要 な交 易 品 は塩 で あ った の で ツ ァ クー （ｔｓａｋｏ 標 本 番 号 ＨＯ　ｌ　１５９１５）とよ

ばれ る皮 袋 や ツ ァ ドォ （ｔｓａｄｏ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　ｌ　ｌ　５８８３）とい った容 器 に塩 を 入 れ て 運 搬

す る。

　 ヤ ク は， 荷 運 び に利 用 さ れて い る。 ヤ ク に荷 を つ け る と きは ，地 面 に ４～ ５メ ー ト

ル ほ どの ヤ クの 毛 で で きた一 本 の サ ブ （ｔｈｕｂ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　ｌ　ｌ　５８８７） とよ ばれ る ロ ー

プを 張 り， そ の ロ ープ に １メ ー トル間 隔で ２メ ー トル ほ どの ロー プ を ゆわ え つ け る。

そ して ヤ ク に近 づ き， ヤ クの角 に ドン（グ）（ｄｏｎｇ 標 本 番 号 ＨＯ　ｌ　１５９０５） とい う ロー

プを 投 げか けて ， 角 を お さえ る。 この 時 ， ヤ ク使 い た ち は， ヤ クを驚 か さな い よ うに

ヤ ク の前 か ら近 づ いて か な り慎 重 に行 動 す る。 そ して ， さ き ほ どの ２メ ー トル ほ ど の
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ロー プ に ， ヤ クの 角 を ゆ わ え つ け る。

　 ヤ クに荷 物 を つ け る と き は， この よ うに ヤ ク を ロ ー プ に ゆわ えつ けた 状 態 で ， ヤ ク

の背 に ， ２枚 か ら ３枚 の 毛 布 状 の布 を し く。 そ して ，木 製 の鞍 ガ （ｇａ 標 本 番 号 ＨＯ

ｌ１５９０３）を お く。 鞍 を 固 定 す る紐 は ，前 肢 の う しろで胴 を ま わ して一 本 ，尾 の所 を通 し

て一 本 ，胸 の 部 分 で 一 本 の 合 計 ３本 で あ る 。荷 は お よ そ一 荷 が ３０キ ロ グ ラム か ら４０キ

ログ ラム程 度 の 荷 を ゼ ム （ｚｅｍ　標 本 番 号 Ｈ Ｏ　Ｉ　ｌ　５８８８， １１５８８９） や ドク チ ェ （ｄｏｃｋｃｈｅ

標 本 番 号 ＨＯ ＩＩ５８９１）とよ ばれ る竹 製 の カ ゴ に入 れ ，左 右 に二 つ く くりつ け る。 この

荷 を く く りつ け るひ もは ， 通 常 皮 を細 長 く切 った皮 ひ もで あ る。

　 ヤ クに荷 運 び を させ る とき， 畜 群 の コ ン トロー ル は ，馬 に比 べ て か な りや っか い で

あ る。 ヤ クは ， よ くど う猛 で あ る とい わ れ て い るが ， ブ ー タ ン人 は ヤ クは大 変 臆 病 な

動 物 で あ る とい う。 ヤ ク は大 きな 音 や 急 に 目の前 を横 切 る よ うな 動 き， あ るい は赤 い

色 に驚 い て暴 走 す る。 その 時 には ， 荷 を ふ り落 と した りす るの で ， ヤ ク使 い た ちは ，

け っ して ヤ ク を驚 か さな い よ うに して い る とい う こ とで あ っ た。

　 しか し実 際 に ヤ クを 進 ま せ る と きは ， ヤ ク使 い た ちは ，投 石 器 （ｏｏｒｄｏ 標 本 番 号

Ｈ Ｏ Ｉｌ５８９８）を用 いて 小 石 を 投 げ な が らヤ クを コ ン トロ ール して い る。 そ して ， 口笛

や 大 声 を あ げ て い る。 ヤ ク は馬 と違 って 一 列 に進 む こ とが な く， ど ち らか とい う とバ

ラバ ラ と一 群 に な って 進 む の で ， 畜 群 を コ ン トロー ルす る ヤ ク使 いた ちの 役 目は大 変

で あ る。

　 通 常 ヤ クは， 乗 用 に は向 いて い な い とい わ れ て い る。 そ の ほ とん どが 荷 役 用 に も ち

い られ て い る。 そ して ，荷 役 用 の ヤ クに は通 常 鼻 輪 はつ いて い な い。 しか し， チ ベ ッ

トで もブ ー タ ンで も乗 用 の た め に 馴 化 さ れ た ヤ ク が い るが ， これ らに は鼻 輪 （ηαんψ

標 本 番 号 ＨＯ ｌｌ５９０２）を付 け て い る。 ま た 装 飾 だ けを 目的 に して鼻 飾 りや 耳 飾 り （標

本 番 号 Ｈ Ｏ Ｉ１５９０１） を 付 けて い る こ と もあ る。

　 夜 営 地 につ く と，先 に述 べ た よ う に地面 に ロー プ を張 り， そ れ に ヤ クを 一 頭 ず つ 角

に ロ ープ を か け てつ な ぐ。 そ して 荷 を お ろ す 。荷 を お ろ した後 は ， ロ ープ か らヤ クを

放 って 自 由 に牧 草 を 食 べ させ て い る。 そ して朝 に な る と ヤ ク使 い た ち は， 口笛 や大 声

を あ げ な が らヤ クを 再 び 集 め にか か る。霧 の か か った 日な ど は これ は大変 な作 業 で あ

るが ，この 時 は ，ヤ クの 首 に付 け た デ ィパ とよ ば れ る鈴 （ｄｉｐａ 標 本 番 号 ＨＯ　Ｉ　Ｉ　５９１３）

の ガ ラ ンゴ ロ ン と鳴 る音 が 手 が か り とな る。

　 遊 牧 地 で畜 群 を コ ン トロ ール す る も うひ とつ の方 法 は， 子 ど もの ヤ クを夜 に な る と

あ らか じめ地 面 に う ちつ け た ロー プ につ な い で お く方 法 で あ る。 私 の 観察 で は ， ７頭

か ら ８頭 を ゆ わ えつ け て いた 。 この 時 ，子 ど もの ヤ ク の 口 に筒 状 の マ ス クをつ け る こ

４６９



国立民族学博物館研究報告　　１１巻 ２号

と もあ る。 これ は ，子 ど もの ヤ クが勝 手 に母 親 か ら乳 を飲 ま な い よ うに す るた め で あ

る。 この よ う に子 ど もの ヤ クを一 ヵ所 に集 めて お くと， 夜 にな って母 親 の ヤ ク が こ の

子 ど もの ヤ クの 群 れ の ま わ りに や って来 る ので ，群 れ の コ ン トロー ル が行 い やす い と

い う。

　 雄 の ヤ ク は通 常 ４才 か ら ５才 ご ろ に約 半 数 以 上 を 去勢 す る。 この場 合 ，雄 同士 を 戦

わ せ ，勝 ち残 った 強 い ヤ クを 残 して い く。雄 の ヤ ク と雌 の ウ シの一 代 雑 種 を ゾ ウ （成 ｏ）

と呼 ん で い る。 ヤ クの 平均 寿 命 は お よ そ２０年 程 度 で あ る。

５． ヤ ク の 屠 殺

　 ブ ータ ン人 は ， イ ン ド人 と違 って ウ シや ヤ クの 肉 を大 量 に食 べ る。 屠 殺 ・解 体 の プ

ロ セス を ヤ クの場 合 で見 る こ と にす る。

　 屠 殺 す る ヤ クは ， と くに何 歳 ご ろ と い う好 み はな い とい う。 小 形 の もの は値 段 が 安

く，大 形 の もの は値 段 が高 い 。私 が１９８５年 に観 察 した の は ， ３歳 の もの で 中 形 の オ ス ，

体 重 は推 定 で５００キ ロ グ ラ ム程 度 の もの で３５００ヌル タ ム （１ヌル タ ム は ， お よ そ２０円）

で あ った 。 １９５８年 の 中尾 の記 述 で は ヤ クー 頭 が お よそ １００ル ピー （当 時 の 金 額 で ７５００

円） と記 述 して い る ［中尾 　 １９７１：１６２］。 また 西 岡 らはパ ロに お い て ，１９６４年 ご ろお

よそ ５００ル ピー で２７０テ （約 ３００キ ログ ラム）の もみ を手 に入 れ ， そ れ と ヤ クー 頭 と交 換

した と記 述 して い る ［西 岡 ・西 岡 　 １９７８：５８］。

　 パ ロや テ ィ ンプ ー とい っ た町 の 人 び とが ヤ クを 買 うの に は， つ ぎの よ うな 方 法 に よ

って い る とい う。 そ れ は春 の は じめ に， パ ロや テ ィ ンプ ーの 人 は， あ る特定 の ヤ クを

見 つ け， そ れ を そ の年 の冬 に 肉 にす る こ とを契 約 す る。牧 畜 民 は， 夏 に はヤ クを遊 牧

地 に追 い上 げ ， 買 い手 の き ま った ヤ ク は， と くに よ く草 を食 わ せ て 念 入 り に肥 らせ る。

冬 にな って ふ た た び ヤ クを追 って 町 に下 り， 春 に約 束 した買 い主 に ヤ クの 肥 え方 を 吟

味 して も ら う。 そ こで 買 い主 が 満 足 した と き， は じめ て そ の ヤ クを 屠 殺 す る とい う３）。

　 ヤ クの屠 殺 に 関 して ， ブ ー タ ン人 はチ ベ ッ ト仏 教 の影 響 で ， その 屠 殺 を 大 変嫌 って

い る。 そ しで通 常 は チ ベ ッ ト人 に その 屠 殺 を 依頼 して い る。 しか し私 が チ ベ ッ トで 見

聞 した と ころ で は ， チ ベ ッ トに おい て はチ ベ ッ ト人 自身 もヤ クの 屠 殺 を嫌 って い る。

中尾 に よ れ ば ， ブ ー タ ンに お け る屠 殺 人 の 社会 的地 位 は極 端 に低 い とい う。 中 尾 は

「屠殺 は す べ て特 殊 な カ ー ス ト （階 級 ） の 人 た ちの仕 事 だ。 彼 らは屠 殺 者 階 級 と は絶

対 に結 婚 せ ず ，長 い 間 いや しん で きた。」 ［中尾 　 １９７１：１３４］ と記 述 して い る。

３） フランス国立科学セ ンター研究員 ・ブータ ン国立図書館顧 問，今枝由郎氏の話 による。
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　 今 回 の 屠 殺 に お い て は ，屠 殺 人 は ブ ータ ン人 で あ ったが ，後 脚 を 固 定 して 引 くよ う

に言 わ れ た ３～ ４名 の若 者 以 外 は ，す べ て の ブ ータ ン人 は屠 殺 の現 場 を 離 れ て ， テ ン

トの 陰 で そ の現 場 を見 よ う とは しな か った 。牧 畜 民 で あ りな が ら自 らが 飼 育 して い る

家 畜 の 屠 殺 を嫌 う とい うの は ，牧 畜 民 と して は不 自然 な こ とで あ る。 この こ とか ら も，

ブ ータ ンや チ ベ ッ トに お け る牧 畜 の 技 術 に は，何 か未 熟 な とこ ろを 感 じるの で あ る。

　 屠 殺 にい た る手 つ づ きは ，次 の よ うな もの で あ る。 まず 屠 殺 す るべ き ヤ クを 客 に見

せ て ， 客 の 納 得 を得 た こ とを確 認 した 。 そ して ， そ の場 に い る他 の ヤ クを 遠 くに 追 い

払 い， 屠 殺 現場 が他 の ヤ ク の 目 にふ れ な い よ うに配 慮 した。 つ づ いて ， 屠 殺 す るヤ ク

の 前脚 と後脚 に ロー プ を巻 きつ けて 引 きた お す 。前 脚 と角 に か けた ロ ープ は ，近 くの

岩 に結 び つ け て 固定 す る。 つ づ いて 後脚 を ３人 の 男 が 引 きヤ クの 身 体 を の ば した 状態

で 固 定 す る。

　 以 上 の 用 意 が で きた所 で ，屠 殺 人 は手 に刃渡 り３０セ ンチ メ ー トル ほ どの ギチ ュ と呼

ばれ る ナ イ フ （ｇｉｃｈｕ 標 本 番 号 ＨＯ　Ｉ　ｌ　５９５７）を 持 って ヤ クに近 づ き１ ヤ クの 腹 部 ， 胃

の 上 の あ た りを ，約 ３０セ ンチ ほ ど切 りひ ら く。 この 時 ヤ クは身 を もだえ させ るが ， 悲

鳴 は上 げ な い 。切 り開 か れ た部 分 か らは， ヤ クの第 二 胃 が突 出す る。 つ づ い て 屠 殺 人

は，片 肌 を脱 ぎ この切 り開 い た部 分 か ら腕 を 差 し入 れ る。 そ して 腕 を食 道 に沿 って ヤ

ク の胸 部 にま で 挿 入 し， ヤ クの両 肺 に穴 を あ けて ， ヤ クを窒 息 させ た。 ヤ ク は苦 しそ

うに舌 を 出す 。 この 時 ， ヤ カ ンに水 を くん で きて ， ヤ クの舌 の上 に注 いで や る。 これ

は明 らか に末 期 の 水 の儀 礼 で あ る。 ヤ ク は お よ そ １～ ２分 で 絶命 す る （図 ４）。

図 ４　 ヤ ク の 屠 殺
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　 ヤ クの 屠 殺 の仕 方 は ， ブ ー タ ン国 内 に お いて も， この他 に い ろ い ろ なや り方 が あ る。

た とえ ば， チ ベ ッ ト人 は ，動 か ぬ よ うに 固定 した ヤ クの心 臓 を ， ギ チ ュで ひ とつ き し

て 屠 殺 す る。 この 場 合 ， ギ チ ュを抜 く とき に多 量 の 血 が 出 る。 リン シー地 方 で は ， ヤ

クの後 頭 部 を 切 って 屠 殺 す るの が一 般 的 な や り方 で あ る とい う。

　 屠 殺 が終 わ る と， 関 係 者 に 酒 が ふ る ま わ れ た。 そ して ひ きつ づ き，解 体 作 業 が行 わ

れ る。 ヤ ク は仰 む け に して ， 四 肢 を 上 に上 げ た状 態 にす る。 ま ず は じめ に ， ヤ ク の長

い毛 を刈 り とる。 この ヤ クの 毛 は ，布 地 や ロー プ をつ くるた め の材 料 とな る。 ち なみ

に 牧 畜 民 が 用 い て い る テ ン ト（」α　標 本 番 号 ＨＯ　１１５８７７） や 雨 具 （ｃｈａｋｏ　標 本 番 号

Ｈ Ｏ ＩＩ５９０９） もヤ クの毛 か ら織 られ た もの で あ る。

　 つ づ い て ， オ ス の場 合 ，生 殖 器 を 切 り と る。 そ して ，腹 部 の 皮 を 縦 に切 り，前 肢 ，

後 肢 の 内側 で 同様 に縦 に切 り目を 入 れ て ， 皮 を は ぐ作 業 を行 う。 背 の 部 分 の 皮 を は ぐ

た め に は， ヤ クを左 ま た は右 にか た む けて ，作 業 を しやす くす る。 は ぎ と った 皮 は そ

の ま ま地面 に広 げ た ま ま に して お く。 つ づ い て ， 腹部 を切 り開 き， 内 臓 を 取 り出 す 。

胃 お よ び腸 は， ひ ろげ られ た皮 の上 に 引 きず り出 され る。

　 つ ぎ に， 頭 部 と前 肢 を胴 体 か ら切 りはな す 。 ひ づ め の部 分 は ， ギ チ ュで 骨 と と も に

た た き切 る。 つ づ い て 後肢 を胴 体 か ら切 り離 す 。 この段 階 で は ， ひ ろ げ られ た 皮 の 上

に は ，頭 部 を 取 り さ った胴 体 と内臓 だ け が残 され て い る こ とに な る。 そ して 胸 部 に溜

った血 を器 で 汲 み 出 して これ は別 の容 器 に保 存 して ， サ ン シ ョな ど の香 辛 料 を 加 え て

腸 の 中 につ め て ， ギ ュマ とよ ばれ る ブ ラ ッ ド ・ソ ーセ ー ジをつ くる。

　 解 体 手 順 と して は， この あ と， アバ ラ骨 と背 骨 の 部 分 で 肉 を切 り離 し，解 体 を 終 わ

る 。尻 尾 と尻 尾 の つ け根 の部 分 の お よ そ２０キ ロ グ ラ ムの 肉 は ，屠 殺 人 の取 り分 とな る。

　 以 上 の屠 殺 の プ ロ セス で見 事 な こ とは， ほ とん ど血 が 地面 に 流 さ れ な い こ とで あ る。

そ れ と と もに ，屠 殺 ，解体 の プ ロセ スの 中で は断 末 魔 の ヤ クの 口に水 を ふ くませ た こ

と以 外 ， こ の 日 は儀 礼 的 な行 為 は何 もな か った 。

６． ヤ クの 肉 の加 工

　解 体 さ れ た ヤ ク は ，地 面 に並 べ られ ， そ の一 部 は生 肉 と して 食 され た 。 西 岡 らに よ

る と， パ ロ地 方 で は， 屠 殺 した ヤ クの 肉 は ， 一 晩 は食 さな い と報 告 され て い るが ［西

岡 ・西 岡　 １９７８：５９］，わ れ わ れ の場 合 は その よ うな タ ブ ーは な か った 。た だ し屠 殺 地

が 山 中 で あ った こ と と関係 す る と思 わ れ るが ，生 肉 を火 で あぶ って 煙 を 出す と， 大雨

にな る とい う云 い 伝 え が あ るので ，煙 を 出す よ うな 料理 は慎 しむ よ う に と忠 告 され た 。
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　 肉 の大 半 は， ま ず第 一 に乾 肉 （シャ ム カ） とさ れ る。 こ の乾 肉を つ くる作 業 は ， ナ

イ フ の刃 先 を 地 面 に 立 て ，柄 を胸 の 部 分 にあ て て ， ナ イ フを 固定 す る。 これ は イ ン ド

包 丁 のつ か い方 と同 じで あ る。 そ の固 定 した ナ イ フの 刃 に 肉 を あて て ，厚 さ ５セ ンチ

メ ー トル ほ ど， 長 さ ５～ ６０セ ンチ メ ー トル の 短 冊 状 に切 って乾 す。 冬 な らば数 日で 乾

肉 とな る。

　 腸 は洗 って そ の 中 に ，血 液 ，塩 ， トウガ ラ シ， サ ン シ ョや そ の他 の香 辛 料 を 混ぜ た

もの をつ め ， それ を ゆ で て 乾燥 させ る。 これ は ギ ュマ と よ ばれ るブ ラ ッ ド ・ソ ー セ ー

ジで あ る。 ヤ ク の脳 味 噌 お よび 舌 も食 料 に供 され る。

　 ヤ ク の皮 は敷 物 な ど に用 い られ る。 しか しブ ー タ ンに はわ れ わ れ の い う皮 な め しの

技術 は な い。 パ ロ の近 くの 村 で ，皮 の裏 に油 を ぬ って 柔 か くす る こ とは行 わ れて い る。

　 翌朝 ， ヤ ク に対 す る供 養 （プ ー ジ ャー） が行 わ れ た 。 これ は， ム ギ コガ シで ， ヤ ク

の 形 の人 形 を こ し らえ ， これ を 岩 の上 に 置 い た。 昨 日， ヤ クの 屠殺 の 際 に後 脚 を 引 く

よ うに命 じ られ た若 者 の う ちの 一 人 が ， そ の前 で お経 を 上 げ た 。 そ の横 で は マ ツ の生

木 が もや され た 。 この松 の生 木 を もや す の は， ブ ー タ ンで は ，仏 事 の 前 に つ ね に行 わ

れ る儀 礼 で あ る。読 経 が お わ る と， ヤ クの 形 の人 形 は くず さ れ， 別 の 若 者 の 手 に よ ら

て ， 「ホ ー ， ホ ー」とい うか け こ え と と も に， そ の あ た り一 面 に ま き ち らされ た 。 これ

は， ヤ クが再 び生 ま れ か わ って ， よ り一 層 の豊 饒 を もた ら して くれ る よ う に との祈 願 ’

で あ る。

７． ウ シ の 飼 育

　表 １か らも明 らか な よ うに ， ブ ー タ ンで は ，３１７，０００頭 もの ウ シが 飼 育 され て い る。

ウ シの雄 を チ ャ ロ ン， 雌 を タ バ ム と呼 び ， 通 常 は３，０００メ ー トル以 下 の地 域 で飼 育 し

て い る。 ウ シは ヤ ク と同様 に ミル ク を しぼ り， その ミル クか らバ タ ー ， チ ー ズが つ く

られ る が ， そ れ のみ な らず ， 二 頭 の ウ シに梨 を ひ かせ て 農 耕 に も利 用 して い る。

　西 岡 らはパ ロ地 方 に お け る ウ シの所 有 に 関 して次 の よ う に記 述 して い る。

　　 「実 は各戸で雌牛を持 っているのだが，この牛 は低地 に住む人 との共有の場合 が多 く，冬 の

　　 間 （１０月～ ４月） は低地 の人 が飼い， ５月 になる と放牧を しなが らパ ロまで上が って きて，

　　 それ以後夏の間はパ ロの人 のものになる。だがパ ロの村に近い所で は放牧す る草地がな く，

　　 また牛が水田の水をのむ と病気 になるので，パ ロよ り高地の標高２，７００か ら２，８００メー トルの

　　 所で放牧 しているのである。その間はバターやチーズは自分達 の もの になるのだが，往復 に

　　 何時間 もかかるので， ミルクを毎 日家で飲む とい うわ けにはいかないよ うである。」 ［西岡 ・

　　 西岡　１９７８：１４３］
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と述 べ て い る。

　 ブ ータ ンに お け る ウ シの 飼 育 に 関 して 特 記 す べ きこ と は， ミタ ン牛 （Ｂｏｓ　（Ｂｉｂｏｓ）

ｆｒｏｎｔａｌｉｓ）の 存 在 で あ る。 ミタ ン牛 は ， ガ ヤ ール 牛 と も呼 ばれ るが ， ブ ータ ンで は バ

メ イ と も呼 ばれ て い る。 ミタ ンま た はガ ヤ ール牛 は ， お そ ら くマ レーの ガ ウル 牛 に起

源 が あ る と考 え られ て い る ［ア イ サ ック　 １９８５：ｌｌ６］。

　 ミタ ン牛 の成 獣 は ，大 型 の もの は肩 高 が １．５メ ー トル ほ どで ， 若 い う ち は茶 色 を し

て お り年 を と る と黒 ずん だ色 に な る。 雄 の成 獣 は通 常 足 先 が 白 い。 角 は大 き く，外 側

に向 い て い て ， 角 の先 が ま が って い る こ とは な い 。 角 の長 さ は３５セ ンチ メ ー一一トル ほ ど

で あ る ［ＳＩＭｏｏＮｓ　ａｎｄ　ＳＩＭｏｏＮｓ　ｌ　９６８：３］。 ミタ ン牛 は ビル マ の 奥 地 か ら，イ ン ドネ シ

アー 帯 に生 息 して い る牛 で あ る。

　 ブ ー タ ンの東 ， イ ン ドの アル ナ チ ャー ル ・プ ラ デ シュ に は，数 多 くの民 族 が お り，

そ の な か に は この ミタ ン牛 を飼 育 して い る民 族 が い る。 しか しそ の飼 育 のや り方 は積

極 的 に飼 育 して い る と言 うに は ， は な は だ疑 問 な面 もあ る。 ミタ ン牛 は通 常 ， 自 由 に

林 間 に放 牧 され て い る。 そ して ， と きど き人 が それ らの ミタ ン牛 に塩 を 与 え て 自 らの

所 有 物 で あ る こ とを 確 認 して い るにす ぎ な い ので あ る。 この よ うな状 態 を半 家 畜 化 さ

れ た 状 態 と呼 ぶ べ きな の で あ ろ う。

　 ミタ ン牛 はそ の ミル クが利 用 され るが ， と くにそ の ミル ク が珍 重 され て い る訳 で は

な い。 ま た ミタ ン牛 も屠殺 さ れ る が ， その 肉 が 特 に美 味で あ る とい う こ と もな い よ う

で あ る。 ミタ ン牛 が屠 殺 さ れ る大 きな 契 機 は，儀 礼 に お け る犠 牲 獣 と して で あ る。 シ

モ ンズ ら ［ＳＩＭｏｏＮｓ　ａｎｄ　ＳＩＭｏｏＮｓ　１９６８：１７０－１８４］に よ れ ば， アル ナ チ ャ ール ・プ ラ

デ シュ にお け るア デ ィ， ロタ ， アパ ・タ ニ とい った民 族 に お いて は， 結 婚 式 ， 葬 式 ，

病 気 や 不 運 の折 に ，犠 牲 獣 と して ミタ ン牛 が屠 殺 さ れ るが ， この よ うな 習慣 が ブ ー タ

ン人 の 間 に あ る とは 聞 い て は いな い 。

　 ９

　 ま た これ らの民 族 の間 で は ミタ ン牛 を飼 う こ とは ，社 会 的 地 位 を 誇示 す る こ とに な

る と云 わ れ て い る が ， この よ うな傾 向 は ブ ー タ ン人 の間 に も明 らか に認 め られ る。 私

が調 査 して い る とき ， ウ シの 群 の 中 に ミタ ン牛 を見 つ け る と， ブ ータ ン人 の運 転 手 は ，

わ ざ わ ざ 自動 車 を止 めて ミタ ン牛 に見 とれ て い る こ とがあ った 。 この よ うな様 子 を見

て い る と，ハ ー ンが ，原 牛 は宗 教 的 理 由 で家 畜 化 され た もの で あ って ，経 済 的理 由 か

らで は な か っ た とす る主 張 も うな ず く こ と が で き る ［ＳＩＭｏｏＮｓ　ａｎｄ　ＳＩＭｏｏＮｓ　１９６８：

１４３］。

　 ブ ー タ ンに お け る この ミタ ン牛 飼 育 の最 大 の 理 由 は， ミタ ン牛 が林 間 放 牧 に耐 え る

こ と に あ る。 ブ ー タ ンの森 林 地 帯 に は， と くにモ ンス ー ン期 に は ， お び た だ しい数 の
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ダ ニや ヒル （ペ ップ） が い る。 こ の ヒル は人 間 の み な らず ，家 畜 に もつ い て血 を 吸 う。

馬 な どは 皮 膚 の軟 らか い 目 の周 りに ヒル を つ けて血 を流 して い る。 当 然 足 に も ヒル が

取 りつ き， 道 路 に は点 々 と血 の しず くが落 ちて い る。

　 そ の結 果 ， ウ シや ウマ を 林 間放 牧 す る と， この ヒル の た め に消 耗 し， 思 い通 りに肥

らな い ば か りか ，鼻 腔 中 に ヒル が 入 った場 合 は ， 出血 が原 因 で衰 弱 して 死 亡 す る こ と

もあ る。

　 そ れ に対 して ， この ミタ ン牛 は ， ヒル に血 を 吸 わ れ る こ と も少 な く，十 分 に林 間 放

牧 に耐 え るの で あ る４｝。

　 この雄 の ミタ ン牛 と雌 の ウ シの 交 配 に よ り生 ま れ るの が ， ジ ャ ッサ ム とよ ばれ る牛

で あ る。体 型 は普 通 の牛 よ りもや や 大 き く， 角 もや や 大 き いが 曲 が って は い な い。 こ

表 ３　 ミタ ン牛 と普 通 牛 の 交 配 （［中尾 　 １９７１＝１９５］ よ り）

普通牛
タバム

ミタン牛
バ メイ（ホ）

ジャッサム ミタン牛

ジャッサム ジャッサム

メンチー

（飼 育 困難）

ＩＩＩ

普通 牛

チュロン
ジャッサム ジャッサム

ヤンクム ヤンクウ ジャッサム ジャッサム

普通 牛

チュロン

デボム デウプ

普通 牛
チュロン

タバ ム 普 通牛

チュロン

４）海外技術協力事業団専門家，西岡京治氏 の話 によ る。
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の ジ ャ ッサ ム は ，大 変 よ く乳 を 出す との こ とで あ る。 ミタ ン牛 と普 通 ウ シ との 交配 に

よ る複 雑 な 名称 は 中尾 に くわ しい ［中尾 　 １９７１：１９５］。 表 ３に そ の 名称 を か か げ た。

　 この ミタ ン牛 を手 に入 れ るた め に ， ブ ー タ ンで は沈 黙 交 易 が行 わ れ て い た と い う。

そ れ は ， ブ ー タ ンの国 境 の東 側 に は ， シ ャ シ ョ ・バ ， ダ クパ とい う人 び とが い る。 そ

して彼 らが こ の ミタ ン牛 を 飼 育 して い るの で あ る。 ブ ータ ン人 が ミタ ン牛 を手 に入 れ

た くな った と き に は， 合 図 の狼 火 を上 げ る。 そ して 山 の 中 の あ らか じめ定 め られ た地

点 に ， こ れ らの民 族 の 好 み そ うな もの を 置 いて 帰 る。 や が て先 方 が あ らわ れ ， そ こ に

置 か れ た品 物 が ， ミタ ン牛一 頭 に見 合 う と彼 らが考 え た と きに は ， そ こに牛 をつ な い

で お き，品 物 を 持 ち返 るの で あ る５）。 これ は沈 黙 交 易 と呼 ばれ ， 世 界各 地 に この よ う

な交 易 形 態 は あ る と いわ れ て い るが ， 栗 本 ［栗 本 　 １９７９：１０５－１０６］ も指 摘 して い る

よ うに ， こ れ らの沈 黙 交 易 は い ず れ もが伝 聞 に よ る もの で ， そ れ を 実 際 に行 った とい

う見 聞 に よ る報 告 はな い 。 ブ ー タ ンに お け る ミタ ン牛 の 交易 も， そ の よ うな交 易 が行

わ れ て いた とい う伝 聞 に よ る もので あ る。

　 シ モ ンズ らは， ブ ータ ンに お け る ミタ ン牛 の 交 易 につ い て ，次 の よ うに述 べ て い る

［ＳＩＭｏｏＮｓ　ａｎｄ　ＳＩＭｏｏＮｓ　 ｌ９６８：１８９］。

　　 「もっとも距離の 長 くて興味ある 交易は，Ｊ・Ｐ・マイルスが もっともよ く記述 してい るが，

　　 ＮＥＦＡ［訳注，現在のアルナチ ャール ・プラデ シュ］とブータ ンとの間の ミタ ン牛の交易であ

　　 る。一方 の端 には，ダフラ族がお り，かれ らは肉と して普通 のウシを欲 しが ってお り， ミタ

　　 ン牛が過剰であ る。 もう一方の端には，普通の ウシが過剰で，混血のために雄 の ミタ ン牛 を

　　 欲 しが っているブータ ン人がい る。 （ミタ ン牛 と普通 のウシの混血 は，純 血の普通の ウシよ

　　 りも強いのだが，その混血種の雄 は通常の不妊 である ［訳注，表 ３参照の こと］。それがため

　　 に， 純血 の ミタ ン牛 の雄が必要 となる。）ダ フラ族 は， 西に隣…接 して住む ラマイ （ミジ）族

　　 に，若い雄の ミタ ン牛一頭につき，普通の ウシニ頭か ら三頭 と交換する。ラマ イ族は， ミタ

　　 ン牛一頭 につ き，普通 のウシ五 頭か ら六頭 とモ ンバ族 との間で交換する。そ してモ ンバ族 は

　　 ブータ ン人 と交易するのである。アカ族， シェル ドゥクペ ン族，モ ンバ族， ブータ ン人 の間

　　 には， ミタ ン牛をめ ぐる別の西方へ の交易がある。シェル ドクペン族がアカ族か ら普通 の ウ

　　 シと交換 して うけ取 った ミタ ン牛 は， モンバ族 やブータ ン人 に大 きな利益 をもた らす。そ し

　　 てブータ ン人 は明 らかに ミタ ン牛 をも っと西方 にまで交易 して いる。 というの は，純血ない

　　 しは混血 の ミタン牛がダージ リンにおいて も報告 されているか らである。」

　今 日の ミタ ン牛 の交 易 は， 東 ブ ー タ ンの 農 民 が トラ ックに乗 って サ ム ドップ シ ョ ン

カ ール か ら国境 を越 え ， ア ル ナ チ ャール ・プ ラデ シ ュの ア カ族 の部 落 を訪 れ， 現 金 で

取 り引 きをす る との こ とで あ る６）。

５）皇太后付武官， リンジ少佐の話による。

６）西岡京 治氏 の話 による。

４７６



栗田　　ブータン ・ヒマラヤの生業形態 の多様性

８． ウ マ の 利 用

　 今 日で は ブ ータ ンの 主要 幹 線 道 路 に は ， 自動 車 が 通 じるよ うに な り，運 送 に関 して

は ， トラ ックや乗 用車 が用 い られて い る。 しか し， これ らの 自動 車 道 を はず れ る と，

今 日で も馬 に よ る運 送 が主 力 で あ る。 ブ ータ ンに お い て は ，今 日 も ウマ は貴 重 な運 搬

手 段 で あ る。

　 ブ ータ ンの馬 は大 き くはな いが ， 大 変 丈 夫 で あ る。 一 人 の馬 子 は通 常 ５頭 か ら ６頭

の ウマ を追 って い る。 ウマ は３０キ ロ グ ラム の荷 を お よ そ二 つ 運 搬 す る。 そ して ， ５頭

か ら ６頭 の ウマ を追 いた て る場 合 ，先 頭 の ウマ に は ，頭 の上 に立 派 な 飾 りをつ け ， ウ

マ の ひ た い に あ た る部 分 に は鏡 の つ いた 飾 りを つ け る。 ウマ の鞍 は ２～ ３枚 の毛 布 を

敷 い た 上 に木 製 の鞍 を置 く。 乗 馬 用 の 鞍 も荷 役 用 の鞍 もそ れ ほ どの 区別 はな い 。 た だ

特 徴 的 な の は ，馬 を制 御 す るた め の ハ ミ（馬 街 ）が な い こ とで あ る。 ウマ の 頭 に は手 綱

を と りつ け る が ， それ を 口に か ま せ る こ とは な い。 そ れゆ え ， 乗馬 用 の手 綱 もた だ ウ

マ の頭 の方 向 を左 右 にで き るだ けで ， ウマ をハ ミに よ って コ ン トロ ール す る こ とに は

な らな い。

　 ブ ー タ ンに お け る伝 統 的 な運 送 の方 法 を ， ブ ナ カ と ラ ヤ村 の 間 で見 る こ とにす る。

ブ ナ カ と ラヤ間 は， １６０キ ロメ ー トル の 距 離 が あ る。 も しブ ナ カ を 出発 点 と して ， ラ

ヤ に旅 行 お よび 荷 物 の 運送 を行 う とす る と， も しそれ が ， 個人 の荷 物 で あ るな らば，

そ れ は個 人 の つ て で 荷 物 を運 ん で くれ る人 を見 つ け出 し， そ の人 に依 頼 す る しか 方 法

は な い。 しか し， ブ ータ ンに は運 送 を専 業 に して い る人 は居 な い の で ，結 局 はつ て を

た ど って ， 荷 物 を は こん で くれ る農 民 を探 し出す こ とに な る。

　 しか しも しこれ が ，政 府 の荷 物 な い しは政府 の客 で あ る場 合 に は， 地 方 行 政 府 の 長

で あ るゾ ンダ が ，村 長 で あ る ガ ップ に命 令 を 出 す 。 この場 合 ， この 命 令 は半 ば強制 的

で あ る。 ゾ ンダ か らの命 令 を 受 けた ガ ップ は ，荷 物 に見 合 った 馬 と人 夫 を 村 に わ りあ

て る。 そ して村 人 が そ の運 送 に あた る訳 で あ る。 この場 合 ， そ の任 に あた る こ とは半

ば強 制 さ れ て は い る が ，賃 金 が 支 払 わ れ る。

　 しか し，人 夫 お よ び馬 は， 厳 密 に受 け も ち範 囲 が定 ま って い る。 た とえ ば ， ブ ナ カ

の馬 と入 夫 は ， ガ サ ・ゾ ンまで の ３ 日 しか運 送 に従 事 しない 。 そ れ を越 え て は ， ブ ナ

カ の村 人 は絶 対 に物 を 運 ばな い の で あ る。つ ぎ の ガサ ・ゾ ンか らタ クチ マ カ ンまで は ，

ガ サ の人 び との受 け も ち範 囲 で あ る。 そ して タ ク チマ カ ンを越 え た 高所 は ， ラヤ の人

び とが ，馬 ， ヤ ク お よび人 力 で運 ぶ。

　 この よ うな 運 送 にお い て ， ネパ ール の よ う に ナ イケ とよ ば れ る差 配 が人 び とを 指 揮
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す る こ とは な い。 村 長 が 出て きて ， 荷 物 の量 に見 合 う人 数 が あつ ま って い るか ど うか

を 確 認 す るが ，金 銭 的 に介 在 して 口銭 を と るよ うな行 為 は な い。

　 この よ う に，運 送 に 関 して ，伝 統 的 に村 の受 け もち範 囲 が定 ま って い る所 は ，大 変

その 点 ス ム ーズ な運 送 が 出来 る。 ブ ナ カ と ラヤ の 間 は荷 物 の運 送 量 も多 く， この よ う

な シス テ ムが よ く整 備 さ れ て い る地 域 で あ る。 この ブ ナ カ とガ サ の間 に は， ガ サ ・ゾ

ンが所 有 す る公 用 の馬 もい る。

　 その 他 の 動 物利 用 と して ヒッ ジを あ げ る こ とが で き る。 ヒッ ジは， 羊 毛 を つ む ぐた

め に大 変 重 要 な もの で あ るが ， ヒッ ジ を重 点 的 に飼 育 して い るの は， ペ レ ・ラを 東 に

越 え たル ク ジ ー村 と ツ ェ ンデ プ ジー村 で あ る。 この あ た り一 帯 で は ， お びた だ しい数

の ヒッ ジ を飼 育 して い るが ， これ以 外 の場 所 で は， そ れ ほ ど ヒ ッ ジを飼 育 して い る場

所 は な い。 ル ク ジ ー村 と ツ ェ ンデ プ シー村 で は と も に毛織 物 が さかん で あ る。

９．　 トラ ン ス ヒ ュ ー マ ン ス

　ブ ー タ ンの牧 畜 に お いて も， 標 高 差 を利 用 した トラ ンス ヒュ ーマ ンス が行 わ れ て い

る。 た とえ ば ，ヤ ク飼 育 を 行 って い る ラヤ村 の場 合 ，夏 には５，０００メ ー トル ほ どを上 限

と して ， タ クチ マ カ ン， ジ ョ ンプ ー ナの あ た りで ヤ ク の遊 牧 を 行 う。 この場 合 牧 畜 民

は， ノ ーチ ムか ま た は テ ン ト生 活 を す る こ とに な る。 リュ リタ ンの ノ ーチ ムの ま わ り

に は， ヤ クが 入 り込 ま な い よ うに石 で 囲 った １００平 方 メ ー トル ほ どの野 菜 畑 もあ った 。

こ こで 植 え られ て い た野 菜 は カ ブ の類 で あ った 。 この マ サ ・コ ンの 谷 筋 も１０月 中旬 に

は， ５，０００メ ー トル 前 後 にま で 雪 が 降 る。 そ れ につ れて 牧 畜 民 は， ヤ クの 遊 牧地 を下

げて い く。 そ して ２月 か ら ３月 に か けて は， ヤ クの一 部 を連 れ て ブ ナ カ （標 高 １，３００メ

ー トル ） の あ た りま で下 りて くる
。 そ して ブ ナ カで ヤ クの一 部 を売 り払 い， 必 要 な コ

メや ム ギを 買 って ま た ラヤ の村 に帰 って 行 く。

　 ヤ クー 頭 の値 段 は， 前 に述 べ た よ うに ， モ ミ３００キ ログ ラム に相 当す る。

　 ヤ クは通 常 ３，０００メ ー トル 以 下 で は病 気 とな り飼 育 で きな い といわ れ て い るが ， こ

の よ うな冬 季 に は， ブ ナカ に ま で つ れ て こ られ る し， 京 都 大 学 の報 告 書 に は ，冬 季 ブ

ム タ ンの近 く ２，４００メ ー トル地 点 で ， ヤ クの 群 れ を 見 た とい う報 告 が あ る ［桑 原 （編 ）

１９７８：１７２］。

　 この よ うな ， トラ ンス ヒュ ーマ ンス は ， ヤ ク を飼 育 す る牧 畜 民 だ け に限 った もの で

はな い 。 ウ シを飼 育 す る農 民 もま た ， ウ シを連 れ て トラ ンス ヒュ ーマ ン スを 行 って い

る。 農 民 の トラ ンス ヒュ ーマ ンス は， １０月 中旬 ， イ ネ の収 穫 が終 わ った こ ろ， 人 び と
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は， い ろ い ろな 家 財 を か つ い で ，南 の 温 暖 の地 に 向 けて 出発 す る。 この と きテ ン トは

い う に およ ば ず ， ウマ や ウ シの背 に は冬 の 間 の生 活必 需 品 一 式 を か つ が せ て い る。 そ

して 彼 らブ ー タ ン人 の生 活 に とって 欠 くこ との で きな い ，バ タ ー茶 を つ くる道 具 を 背

負 って い る姿 は 印象 的で あ る。 ま た 老人 は ウマ の背 に乗 せ て つ れ て い く。 犬 ま で も く

さ りに つ な ぎ連 れ て行 く。 冬 営 地 に向 か う群 れ は ，２０頭 か ら多 い場 合 には５０頭 の ウ シ

の群 れ を追 い なが ら， 南 へ と下 って い く。

　 この よ うな トラ ンス ヒ ュ　一一マ ンス で興 味 あ る の は，ペ レ ラの南 に位 置す る標 高２，９００

メ ー トル の カ ンテ ィゲ ンバ で あ る。 この カ ンテ ィゲ ンバ は ， ペ レ ラか ら南 に の び る ブ

ラ ック ・マ ウ ンテ ンの北 端 に位 置す る村 で あ り， そ の村 の僧 院 は カ ンテ ィゲ ンバ 風 の

建 物 と して ， ブ ー タ ン内 で は瀟 洒 な建 物 の 代 名 詞 で あ る。

　 この カ ンテ ィゲ ンバ が トラ ンス ヒ ュ ーマ ンス に お い て興 味 が あ る の は，冬 に はヤ ク

を追 った遊 牧 民 が この カ ンテ ィゲ ンバ を冬 営地 とす るの に対 して ， カ ンテ ィゲ ンバ で

夏 を越 した農 民 は， ウ シを つ れ て ， も っ と南 の シ ェム ガ ン方 面 に下 って行 く こ とで あ

る。 そ の意 味 で は カ ンテ ィゲ ンバ は ヤ ク を飼 う遊 牧 民 と牛 を 飼 う農 民 の接 点 で あ り，

そ の二 つ の生 業 形 態 を 異 にす る人 び とが ， た くみ に季 節 に よ る棲 み 分 けを して い る地

点 とい うこ とが で き るだ ろ う。

１０． ソ バ 作 り

　 「ブ ー タ ンに は九 つ の穀 物 が 育 つ 」 とは よ くブ ー タ ンで 聞 か され る こ とわ ざ で あ る。

そ の九 つ の穀 物 と は ，西 岡 氏 によ れ ば ， ソバ ， ダ ッタ ンソバ ， 大 豆 ， 米 ， 小麦 ，大 麦 ，

シ コ ク ビエ ， ア マ ラ ンサ ス７）， ア ワで あ る ［西岡 ・西 岡 　 １９７８：６６］。

　 こ こで は ， これ らの 穀 物 の う ちで ブ ー タ ン人 の生 業 に大 き くか か わ る， ソバ ， ダ ッ

タ ン ソバ ， コメ につ いて見 て み た い と思 う。

　 コメの 栽 培 限 界 で あ る ２，７００メ ー トル を 越 え た 高所 で は ， お の ず か ら低 温 と な り，

コメ以 外 の作 物 が栽 培 され る こ とに な る。 そ の 代 表 的 な もの が ， ソバ で あ る。

　 ブ ータ ンに お い て は ， ソバ は ２種 あ り， そ の 内 の本 種 は ，通 常 の ソバ で あ る。 これ

は 日本 の ソバ と何 らか わ る と ころが な い 。

　 つ ぎ に は， ダ ッタ ン ソバ といわ れ る品 種 が あ る。 ダ ッタ ン ソバ は ， ネパ ール か らシ

ッキ ム， ブ ー タ ンー 帯 で 栽 培 され て い る もの で ，耐 寒 性 が高 い。 その 特 徴 は 味 で あ る。

ダ ッタ ン ソバ は ， そ の異 称 が ニガ ソバ とい わ れ るよ うに ， そ の味 はか な りは に が い。

７） ヒユ属 Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ，の植物の総称 。 ヒモゲ イ トウなど深紅色の花で，不馮 花，常花 と して観

　賞用 に栽培されてい る。食用 と しての実態は，カユ酒に したり火で妙 って は じいた ものを食べる。
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こ こで は区 別 の た め に ，本 種 の ソバ を アマ ソバ とよ び ，ダ ッタ ンソバ と区別 す る こ と

にす る。　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　 ブ ー タ ンで は ， ア マ ソバ とダ ッタ ンソバ は混 播 さ れ て栽 培 され て い る。 そ して ブ ー

タ ンの農 民 の 話 で は ， ア マ ソバ も連 作 を つ づ け る と， ニ ガ ソバ に変 わ る と信 じて い る

よ うで あ る。 し か し日本 で調 べ た か ぎ り， アマ ソバ とニ ガ ソバ は植 物 学 的 に は交 配 す

る こ とは な い とい う。 そ れ よ り も， ニ ガ ソバ の にが 味 は皮 の部 分 で あ り，連 作 を つづ

け る と，皮 の 部 分 が肥 厚 し， よ りにが 味 を増 す こ とは あ る との こ とで あ った８）。

　 それ と と もに， も うひ とつ考 え られ る理 由 は ， ア マ ソバ とダ ッタ ンソバ を混 栽 す る

と，耐 寒 性 の 強 い ダ ッタ ン ソバ が優 勢 とな り， アマ ソバ を駆 逐 し， 結果 と して ， ダ ッ

タ ン ソバ が優 勢 にな る と考 え られ る。 日本 の稲 作 に お いて も ヒエ と コメ を混 栽 す ると

ヒエ が優 勢 とな り， 結 果 と して 「コメ が ヒエ に化 け た」 といわ れ る現 象 に通 じ る もの

で あ ろ う９）。 ソバ の栽 培 に 関 して は， 季 節 的 に は か な り自 由度 が 高 い よ うで あ る。 ブ

ー タ ンを 旅 行 して い る と
，季 節 に か かわ らず い た る所 で ， ピ ンク色 の ソバ の花 を見 か

け る ので ， 地 域 差 が あ るにせ よ ， か な り 自由 な 時期 に ソバ の 種 ま きが行 わ れ て い る よ

うで あ る。 栽 培 に関 して は ，特 記 す るべ き もの はな い 。 トンサの 東 ゲ ッツ ァー （標 高

２，９００メ ー トル）で 見 た ソバ の栽 培 はつ ぎの よ うな もの で あ った。 牛 ２頭 で 引 か せ た黎

で た が や した畑 に ソバ を 播 種 し，６０～ ７０日後 に刈 り取 る。

　 ソバ の脱 穀 は向 い合 った 二人 の うち一 人 が， フ ォ ー ク状 の木 で ソバ の 枝 を 空 中 に ほ

う り上 げ ，一 方 が そ れ を た た きお と して脱 穀 す る。 この実 を乾 燥 させ て 貯蔵 す る。脱

穀 され た ソバ の茎 は， 燃 料 と して用 い られ るの は 日本 と同 じで あ る。

　 乾 燥 さ れ た ソバ の 実 の 段 階 で ， ア マ ソバ と ニガ ソバ は 区別 で きる。 ま るみ を お び た

実 が アマ ソバ で ， ニガ ソバ は角 ば った実 で あ る。 しか しブ ー タ ン人 は， この 二 つ を選

別 す る こ と もな く， タ ンル ップ とい うザ ル の 中 に石 臼 を 置 きそ れ で粉 にす る。

　 ソバ を食 す る とき は， ソバ 粉 を大 きな器 に いれ ， 徐 々に水 を加 えて 練 る。 この 時 に

は ，小 麦 粉 の よ うな つ な ぎを加 え る こ とはな い。 この練 り上 が った ソバ を ブ タ とよ ば

れ る器 具 （図 ５） に入 れ ， そ して この柄 の 部 分 に腰 を か け て ， ソバ を下 の穴 か ら押 し

出 す 。押 し出 され た ソバ は， す ぐに お湯 の 中 に入 れ て か る くゆ が く。 お湯 の 中 で 浮 き

上 が った程 度 で， 水 の 中 に入 れ ， ぬ め りを取 る。 この よ うに して ，練 り上 げた ソバ 粉

を す べ て ，麺 に して ゆ で 上 げ る。

　 つ づ い て ， この ゆ で た ソバ の 上 に ， ア サ ツ キを 散 ら し， トウガ ラ シを ふ って ， 熱 し

８）ダ ッタ ンソバのにが味 に関 して は，信州大学，氏原暉夫氏よ り，ご教示を うけた。

９）この考え方は，国立民族学博物館，小山修三氏よ り，ご教示を うけた。
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た マ ス タ ー ド ・オ イル と脱

脂 乳 を その 上 にか けて食 す

る。 この 料理 もブ タ とよ ば

れ て い るσ 味 には に が 味 が

あ る。

　 こ の他 に も，練 った ソバ

を手 の平 の 上 で 器 状 に し，

バ タ ー と トウガ ラ シ を 加

え ， それ を な じま せ な が ら ．

たべ る ， ソバ ガ キ風 の 食物

が あ る。

　 彼 らは夕 食 と して ， この

ソバ を手 の ヒ ラの 上 に乗 る

ほ ど小 さな 木 製 の器 に ３杯

か ら ４杯 た べ るだ けで あ る。

　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 イラスト

図 ５　 ソバづ くりに用い られ るブタ

安芸早穂子

１１． 稲 作

　 ブ ータ ンに お け る代 表 的 作 物 は ， コメで あ る。 稲 作 は， 標 高２００メ ー トル 程 度 の南

山麓 一 帯 か らは じま る。 この稲 作 は南 山麓 一 帯 で 行 わ れ て い る。 ブ ー タ ンに お け る稲

作 につ いて述 べ る と き， まず 指 摘 ‘しな けれ ばな らな い こ とは ， 稲 作 が ２，７００メ ー トル

の標 高 で行 わ れ て い る こ とで あ る。 パ ロの 近 郊 に ， デ ュゲ ゾ ンと い う城 塞 の廃櫨 が あ

り， その上 流一 帯 で稲 作 が行 わ れ て い るが ， 多 分 これ は ，世 界 で 一 番 標 高 の 高 い稲 作

で あ ろ う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 ブ ータ ンで の稲 作 の栽 培 品 種 は， ア カ ゴ メで あ る。 ア カ ゴ メ は， ジ ャ ポ ニ カ種 に属

す る コ メで ， 明 治時 代 以 前 は 日本 に も多 く見 られ た とい う。 しか し今 日 で はす っか り

駆 逐 され ，種 子 島 の茎 永 の 宝 満 神 社 や 対 馬 の豆 酸 の 多久 頭魂 神 社 の神 田 な ど全 国数 カ

所 で ，細 々 と栽 培 さ れて い るだ けで あ る ［佐 々木 　 １９８２：ｌｌ４］。 ブ ー タ ンの稲 の 品種

に関 して は ，１９６９年 の京 都 大 学 山 岳 部 の 報告 に くわ しい ［桑 原 （編 ）　 １９７８：１８９］。 そ

れ に よ る と，彼 らは ， ブ ナ カ近 辺 で 「ボ ド リカ ップ」 （白米），「シ ャゼ マ ム」 （赤 米 ），

モン ガ ル と リンメ タ ンの間 の クル ・ザ ンパ （５００メ ー トル）で は 「バ ー ラ」 とい う陸 稲 ，

ま た サ リ ンで は 「カ ム レ」 とよ ばれ る コメを収 集 じて い る。

　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 ４８１
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　 稲 作 の技 術 に 関 して 述 べ る と， 田 お こ しに は黎 が用 い られ る。 これ には ， ウ シニ 頭

を ニ ャ シ ン （ｎ７ａ　ｓｈｉｎｇ 標 本 番 号 ＨＯ １１５６９８＞と よ ばれ る くび きで つ な ぎ， カ ミ （ｋｈａ

ｍｅ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　Ｉ　１５６９９）と い うス キで ス キお こ しをす る。 ス キ に は この ほか に ，シ

ェオ （ｓｈａｙ　ｗｏ 標 本 番 号 ＨＯ　ｌ　ｌ　５７００）や ツ ェチ ュ ン （ｔｓｈｅ　ｃｈｕｎｇ 標 本 番 号 ＨＯ　ｌ　１５７０１）

とよ ば れ る，水 平 な ら しの ス キ も用 い られ る。一 方 春 の は じめ にモ ミを ま き， ナ ワ シ

ロを つ くる。 そ して そ れ が成 長 した 頃 に田 植 を行 う。

　 １９１３年 ， トンサ を訪 れ た ホ ワ イ トは ， 田植 の儀 礼 につ いて ， 次 の よ うな記 述 を残 し

て い る ［Ｗ ＨＩＴＥ　 １９１４：４１９］。

「ある日の早朝，鐘の音がな って 田を祝福する春の儀礼が始ま ることを告 げていた。 ドンヤ

ー （Ｄｏｎｙｅｒ）に導かれて， 絵のよ うに美 しい男女 の行列が山腹をめ ぐって きて前 日まで に水

が引かれていた田に到着 した。下 の方の田はまだ水がな く乾燥 していたが，人 々はそこに座

りこんで，軽い食事をは じめた。突然 男たちが着物をぬぎすて， とび上 がった。 これを合

図 に女性 たちは，水びた しの田に入 り，土 くれや泥水を，下 の田か ら上の田に上がろうとす

る男たちにか けた。そ して，男たちは水田に入 ろうと し，女 たちはそ うはさせまい とす る他

愛のない争いがつづいた。男たちの リーダーである ドンヤーは，戦いの礼儀が厳格に守 られ

て はいるものの， こっぴどくや られ た。 しか し，も しひ とりの攻撃 者が倒れた ら，敵 の女 た

ちが助け起 こ し，次の攻撃が来 る前 に しば し息をつ く暇を与 えてや った。 しか し， しだいに

女たちはゆ っくりと男たちを水田の隅に押 しや り，ついに屈 強な役人が最後の抵抗を示 した。

彼 は敵に背 中を向けて上 につ き出た岩 に しがみつ き，足で大量の泥 と水をはね とば し，誰 も

近づけないよ うに した。 しか し，他 の男たちは追い はらわれ たままで，その男 と ドンヤーの

ふた りだけがあぜ道を はい上が って くるのを許 され，その年の戦いは終わ った。 これ は非常

に幸先 の良い終結と見な され，女 たちの勝利 は夏の間の肥沃な土壌 と家畜 の増加を予言 して

いると思われた。このよ うに して人 々はそれぞれの家に喜びを もた らしたのであ った。」

　 この農 耕 儀 礼 で は ，多 くの 民 族 で 見 られ るよ うに女 性 が勝 つ こ と に よ って ， そ の生

殖 力 の 強 さ が象 徴 さ れて い る とい う こ とが で き るで あ ろ う。

　 田植 前 の ス キ起 こ しは ３回 で ウ シに よ るス キ を用 いて い る。 中尾 の 観 察 で は ， これ

らの ス キ起 こ しで は， 天 地 返 しが な い と記 述 して い る ［中尾 　 １９７１：２１５］。 も っ と も

中尾 が見 た の は ， 中央 ブ ー タ ンの ブ ム タ ン地方 の ソバ づ くりの 地 帯 で あ る。

　 １９８１年 ，農 業 副 大 巨 のペ マ ・ウ ォ ンチ ュク氏 か ら稲 作 につ い て の 聞 き取 り調 査 を行

った 。

　 そ れ に よ る と，苗 代 （ツ ァ ー ム） は 陸 苗代 で ， ３月 に ス キ起 こ しを せ ず に ，直 接 モ

ミを ま く。 そ してパ ロに お いて は ６月 中 旬 に田 植 を す る と い う。 こ の間 の 期 間 が あ ま

りに も長 い こと を ，佐 々木 も驚 くべ き こ と と記述 して い る ［佐 々木 　１９８２：１１３］。

　 田植 に お い て は ，正 条 植 え は行 わ れ な い 。 す な わ ち， 田植 を す る人 が ，手 を の ば し

て 植 え られ る範 囲 に扇 形 に イ ネ を植 え つ け る。 これ は 田車 で の草 と りと い う技 術 が な
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か った た め に ， この よ うな正 条 植 え が行 わ れ な か った と い う。 アカ ゴ メ を植 え た 田 と，

普 通米 を植 え た 田 は ，稲 の 生 育 に従 って 明 らか とな る。 それ は， アカ ゴ メ の 田の 方 が ，

イ ネの色 が濃 い か らで あ る。 テ ィ ンプ ー近 くの 田で こ の色 に よ る判別 法 を もち い る と，

ア カ ゴメ ４に対 して ，普 通 米 は ６の割 合 で栽 培 さ れて い る よ うで あ る。

　 収 穫 は ，パ ロの場 合 １０月 の は じめ ごろ か らは じま る。 ア カ ゴ メの収 量 は ，パ ロに お

い て は ， １０ア ール あ た りモ ミで ３００キ ロ グ ラ ム前 後 で あ るが ， アカ ゴ メ は脱 粒 性 が 高

く， タ テ きね を つ か って モ ミス リを 行 うの で ロス が多 く， 結 果 と して は ，１０ア ール あ

た り １８０～ ２４０キ ログ ラム程 度 で あ る。 イ ネ刈 りに は， ソ ラ （ｓｏｒａ（ｈ） 標 本 番 号 ＨＯ

ｌＩ５７０５）とよ ばれ る鎌 を 用 い て 根刈 りを行 う。 日本 と異 な るの は，刈 り と った イ ネ は

そ の ま ま地 面 に 置 く。 も う この 頃 に は ， め った に雨 が 降 らな い の で ， この よ うな方 法

で 乾燥 させ る。 乾 燥 した 頃 に取 り入 れ を行 うが ， この 場 合 イ ネの穂 を 内側 に向 け， 円

形 に して 田 の上 に積 み 上 げ る。 イ ネ の穂 を 内側 に向 け るの は， ネズ ミの食 害 を防 ぐた

め で あ る。

　 そ の後 ，徐 々 に脱 穀 を 行 う。 ブ ー タ ンに お け る伝 統 的 な 脱穀 の方 法 は ， イ ネを ッ ェ

ンタ （ｔｓｈａｎ　ｔａ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ Ｉｌ５７１１）や レデ ィ （ｒｅｄｈｉ 標 本 番 号 Ｈ Ｏ　Ｉ　ｌ　５７１０）とい う

マ ッ トの上 に ひ ろ げ， 胸 の 高 さ ほど の所 に横 木 を一 本 渡 し， そ れ につ か ま りなが ら，

足 で イ ネ の穂 を こす り取 るよ うに して脱 穀 す る方 法 で あ る。 そ して この よ うに して 脱

穀 され た モ ミを ， 羊 毛 ま た は ヤ クの毛 で編 ん だ袋 に詰 め ， コ ンパ （ｋｈｏｍ　ｂａ 標 本 番 号

Ｈ Ｏ ｌｌ５７０８）や ル パ （ｌｕｐａ 標 本 番 号 ＨＯ Ｉｌ５７０９）と よ ばれ る カゴ に入 れて 農 家 の 屋

根 裏 の風 通 しの良 い とこ ろ に保 存 す る。

　 イ ネ刈 りが行 われ る時 に は， 初 穂 で 飾 り もの を こ し らえ ， これ を 自家 の仏 間 に供 え

る とい う儀 礼 が行 われ る。 しか し， イ ネ ワ ラの利 用 と い う点 に関 して は ， ほ とん ど見

るべ き もの は な い。 た いが い の 場 合 ，牛 の飼 料 と して 利 用 され る程 度 で あ る。

　 モ ミス リに は ， ツ ォ ム ・ダ ン ・リュー （ｔｓｈｏｍ　ｄａｎｇ　ｌｅｏ 標 本 番 号 ＨＯ　Ｉ　ｌ　５７３０，　Ｈ Ｏ

ｌＩ５７３１）と よ ばれ るタ テ ギ ヌ と ウス を用 い る。 この際 に， 多 量 の 破 米 が生 じ る。

　 ま た新 米 を こぞ って 食 す る とい う習慣 もな い。 イ ネを 円形 につ み上 げ て放 置 す るの

も， わ が家 はす ぐに新 米 を 食 べ な くと も，十 分 に食 料 の貯 蔵 が あ る こ とを誇 示 す るた

め で あ る とい う。

　 コメ の炊 き方 は ，湯 た て 法 で あ る。 す な わ ち ナ ベ に十 分 の湯 を 沸 し， そ れ に ア カ ゴ

メを 入 れ る。 この場 合 と くに コ メを 洗 う とい う こと は しな い。 適 当 な 時 間 コメ を煮 て ，

や わ らか くな った頃 ， 余 分 の 湯 を 捨 て る。 そ して残 っ た コメを 火 の そ ば に 置 い てむ ら

す 。 で きあ が った ご飯 は， 日本 の 赤 飯 と同 じ色 を した もので あ る。 ブ ータ ン人 は ， こ
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の ア カ ゴ メ を一 日 に約 １キ ロ グ ラム ほ どたべ る。

　 この コメ は， この よ うな ご飯 と して食 べ る ほか に， 妙 って か ら， 臼 でつ き ，押 し米

を つ くる。 これ は， ザ ウ （妙 り米 ）， シ ップ （ひ しゃ び米） とよ ば れ お茶 の際 にバ タ ー

茶 の 中 に入 れ て食 され る。

　 この よ うに発 達 した 稲 作耕 作 が行 わ れて い る地 帯 が あ るの に 対 して ， ブ ー タ ンの東

方 の タ シガ ン周 辺 ， 中南 部 地 域 の シ ェムガ ンにお い て は ，今 日で も焼 畑 農 耕 が 行 わ れ

て い る地 帯 が あ る こ とを 観 察 した。

１２． む す び

　 い ま ま で見 て きた よ うに， ブ ータ ンの生 業 形 態 は ， ヒマ ラ ヤの 高 度 に従 って ，種 々

の 様相 を示 して い る。 ブ ー タ ンはそ の 高 度 に従 って三 つ の地 域 に分 け る こ とが で きる

だ ろ う。

　 ブ ー タ ンで は，お よ そ４，１００メ ー トル の 高 度 か ら人 の定 住 が は じま る。 しか し，この

よ うな北 部 の高 山地 帯 で は， 年 間 降 雨 量 は４００ミ リメ ー トル程 度 で あ り， そ の雨 量 の

６０～ ９０パ ー 毛 ン トは， モ ンス ー ン期 間 中 に降 る。 この 地 域 にお い て も， オ オ ム ギの 粉

や コメを 主 食 と して い るが ， そ の ほ か に も多 くの 量 の 乳製 品 を摂 取 して い る。 この 場

合 の オ オ ム ギや コメ は低 地 との交 易 に よ って もた ら され た もので あ る。 この 地 方 に お

け る お もな 生 業 形 態 は ， ヤ ク の飼 育 で あ るｂ

　 中 部 の イ ンナー ・ヒマ ラヤ地 域 で は， 雨 量 は１，０００ミ リメ ー トル ほ ど で あ り， 西部

地 域 で はそ れ 以 上 の 降雨 が あ る。 す で に述 べ た よ うに ，３，０００メ ー トル か ら２，４００メ ー

トル ま で の 地 帯 で は ， ソバ 作 りが 中心 とな り， ウ シ利 用 が は じま る。

　 南 部 の ヒマ ラヤ の裾 野 の ベル ト状 地 域 は ，熱 くて湿 気 が多 く， 気 温 は １５度 か ら３０度

の 間 で ， あ る地 域 で は２，５００ミ リメ ー トル か ら５，０００ミ リメ ー トル の 降 雨 が あ る。 い う

ま で もな く， この高 度 に お いて は， 稲作 が そ の 中心 的 な生 業 形 態 で あ る。 そ れ と同 時

に ， この よ うな地 域 に発 達 した 照 葉 樹林 の 中 に は ，広 くブ ー タ ンか らイ ン ド ・ア ル ナ

チ ャー ル ， ビル マ 北 部 ，雲 南省 にひ ろが る照 葉 樹 林 文 化 と して の共 通 性 を認 め る こ と

が で き るの で あ る。

　 中尾 らは，ブ ー タ ンに対 す る文 化 的 影 響 に つ い て ，次 の よ うに指 摘 して い る ［中尾 ・

西 岡 　 １９８４：１１０］。 そ れ に よ る と， ブ ー タ ンの文 化 に対 す るチ ベ ッ ト文 化 か らの影 響

と して は， 男 性 の服 装 ゴ， ヤ ク飼 育 と乳製 品 加 工 ，言 語 ， 特 殊 な オ オ ム ギ 品種 群 （三

叉 芒 ）， コ ムギ な どを数 え あ げて い る。 それ に加 え る とす るな らば ， 男性 が ゴ の懐 に
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入れているナイフや小さな食器 も，遊牧生活か らもた らされたものとして指摘するこ

とができるだろう。

　つぎに，ブータンの文化に対する照葉樹林文化からの影響としては，つぎのような

項目を指摘 している。それは，女性の一枚布の服装キラ，歌垣や婿入り婚，水田耕作，

稲作，焼畑農業，タロイモ （サ トイモ），ヤムイモ （ヤマノイモ），麹使用の酒，野生

根茎の水晒 し食用化，ヤドリギの茶，ソバ，納豆，ナッツ ・オイル， リュキュウアオ

イの利用，紙作り，竹製品，野生カイコの類の利用など無数にあると述べている。こ

れに加えるならば，ミタン牛の飼育を加えることができるだろう。

　それに対 して，ブータンに対するインド文化か らの影響は，ラックの利用，すなわ

ちカイガラムシを利用した染色にしか見 られないと述べている。

　中尾 らのこれ らの指摘は，民族植物学の立場にもとつ く，綿密な資料によるもので

ある。しかし，これ らの指摘の中で，照葉樹林文化か らの影響と指摘 したものの項目

数が多いゆえに，ブータン文化のほとんどすべてが照葉樹林文化の中で形成されたも

のと考えることには問題があろう。

　私自身，ブータン文化の祖型はチベットにあり，ブータン文化は，照葉樹林帯に入

り込んだチベ ット文化 と把握 した方が適切ではないかと考えている。すなわち，遊牧

を基本とするチベットの文化が，緑 したたるヒマラヤの南山麓に下って来たとき，ど

のような変化を受けたのであろうかという点が，私がブータン文化を考える上での大

いに興味ある点である。

　それとともに，ブータンの文化をより詳細にみると，北部地帯では，チベット文化

が色濃 く残っているのに対 して，高度を下げるに従って照葉樹林文化の影響が濃厚に

なってきている。このことに関 しては，本文の中ですでに述べた。私は，ブータンの

文化をひと言で述べるならば，それは 「木に出会 ったチベット人」と表現 したいと考

えている。チベット高原 とりわけチベ ット高原中央部のチベット人の暮 しは，石 と皮

の文化である。かつてチベット人の生活を観察したとき，移動するチベ ット人が，遊

牧用のテントの長い支柱をヤクで運んでいるのを見た。チベットにおいては，テント

の支柱 となるべ き木がいかに得がた く大切なものであるかを目の当たりにした思いが

した。チベットでは木切れの棒までが貴重である。当然住居は，石 と泥でつくられて

いる。

　それに対 して， ブータンは緑豊かな自然である。谷筋には４，０００メー トル前後まで

樹木が生い茂 っている。ブータン人の住居は，木材をふんだんに使 った家である。た

しかに牧畜の夏営地などでは，ヤクの糞を燃料にすることもあるが，それはあ くまで
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補 助 的 な も ので あ り， ブ ータ ン人 は薪 木 を燃 料 と して い る。

　 そ れ と と も に ブ ー タ ン人 が用 い る 日常 生 活 用 具 の 多 くが ， い か に た くみ に木 や竹 を

利 用 して い る か は ，す で に述 べ た通 りで あ る。

　 一 方 ブ ー タ ンの南 に存 在 す る巨 大 な ヒ ンズ ー文 明 が， ヒマ ラヤ を は い 上 って ブ ー タ

ンに影 響 を もた ら して いな い こ とは ，大 変 興 味 深 い こ とで あ る。 この 点 に 関 して栗 田

は ， それ はそ れ ぞ れ の 文 明 の 特 異性 に も とつ くもの で あ ろ う と論 じた ［栗 田　 １９８４：

２２－３５］。 ブ ー タ ンの文 化 を 考 え る上 で ， ヒンズ ー教 に代 表 さ れ る イ ン ドか らの 影 響 は

考 慮 す る必要 は な い 。

　 いま ひ とつ こ こで 問題 に しな け れ ば な らい こ と は， 稲作 が ど こか ら もた らされ た か

とい うこ とで あ る。 稲 作 の起 源 に 関 して は ，ベ ンガ ル 地方 の ウキ イ ネ とす る説 や も っ

と東 の 中国 雲 南 と考 え る説 が あ る。 しか し， いず れ に して も， これ らの稲 作 の起 源 地

が ， ブ ー タ ンよ り見 て ， 南 ま た は東 に位 置す る こ とで あ る。

　 稲 作 とい う点 に 関 して 見 るな らば ， ブ ー タ ンに稲 作 が どの よ うな ル ー トを た ど って

もた ら され た か が問 題 とな る。 す な わ ち， イ ネ の起 源 地 と思 わ れ るベ ンガ ル か雲 南 か

ら， ど の よ うなル ー トを た ど って ， ブ ー タ ンに イ ネ が もた らされ た ので あ ろ うか。

　 この点 を 明 らか にす るた め に は ， わ れ わ れ に とって ， イ ン ドの東 北 部 の調 査 が不 可

欠 で あ る。 しか し この ア ッサ ム， ア ル ナ チ ャー ル の学 術 調 査 が 十 分 に行 わ れ て い な い

現 在 ， イ ネ の伝 播 ル ー トにつ い て 軽 々 し く論 じる こ と はで きな い で あ ろ う。 た だ稲 作

の発 祥 地 を ブ ー タ ン と仮 定 しな い 限 り，稲 作 は ブ ー タ ンの 南 な い し は東 の低 地 か ら も

た ら され た こ とは事 実 で あ ろ う。

　 チ ベ ッ ト文 化 は ブ ー タ ンに おい て 木 と出会 った。 そ れ と と も に， イネ と も出会 った

こ とは 重要 な こ とで あ る。 それ が た め に， チ ベ ッ ト文 化 が ブ ー タ ン文 化 へ と変 容 し得

た の で あ ろ う。

　 本 稿 に お い て は ， ブ ー タ ンの 生 業 形 態 を そ の 高度 差 に お い て見 る こ とを 目的 と した。

そ して そ の こ とは ， お のず か らブ ー タ ンの 文 化 を南 北 の軸 に そ って 見 る こ と にな った

の で あ る。 しか し最 後 に ， ブ ー タ ン文 化 の 東 西 の 差 異 に つ い て ，ふ れて お く必 要 が あ

る だ ろ う。 西 ブ ータ ン と東 ブ ー タ ンに お いて は， そ こ にお け る人 び との 出 自 の意 識 に

大 きな 違 いの あ る こ とはす で に述 べ た 。 す な わ ち， 西 ブー タ ンの人 び とは ， 自 らの 出

自 を チ ベ ッ トで あ る と認 識 して い るの に対 して ， 東 ブ ータ ンの人 び とは ， 自 らの 出 自

を ア ッサ ムで あ る と認 識 して い る こ とで あ る。 そ して また ， 図 ３に お い て見 た よ うに

言 語 も ブ ー タ ン各 地 に おい て大 い に異 な って お り，共 通語 の 普 及 も十 分 に は浸 透 して

い な い の が現 状 で あ る。
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　 しか し， この よ うに ひ とつ ひ とつ の要 素 を 取 りあ げ て見 る と， ブ ー タ ンの 東 西 に お

い て異 な って い る部 分 もあ る が ， この よ うな 部 分 的 な相 違 を越 え て ， ブ ー タ ンの 文 化

に は ，む しろ強 い共 通 性 が存 在 して い る ので あ る。 本稿 に お い て は ，取 り上 げ は しな

か った が ， ブ ータ ン人 の精 神 世 界 を 律 す るチ ベ ッ ト仏 教 の存 在 ， ブ ー タ ンの西 か ら東

に まで 共通 な 男女 の服 装 ， コメや 乳 製 品 に対 す る強 い 嗜好 性 とい った側 面 は， 国 の 東

西 にわ た って共 通 の文 化 的 基 盤 と と して 共 有 され て い る こ とを示 して い るの で あ る。

　 そ して この こ とが ， ま ぎ れ もな くブ ー タ ンが そ の 文 化 の祖 型 を チ ベ ッ トに も ちな が

ら， チベ ッ ト世 界 とま た違 った ひ とつ の 外 皮 を も った独 自 の文 化 圏 を形 づ くって い る

こ とを 意 味 して い るので あ る。

　 た しか に ブ ー タ ンの文 化 は， そ の 基 盤 は チ ベ ッ ト文 化 か らの影 響 が 大 で あ る。 ブ ー

タ ンの 文化 を語 る と きに ， こ の チ ベ ッ ト文 化 か らの 影 響 を抜 きに して語 る こ と は， 大

へ ん 不都 合 な こ と と云 わ な けれ ばな らな い 。

　 しか し， ブ ー タ ンの文 化 を ， た だ チ ベ ッ ト文化 の ひ とつ の亜 流 とす る こ とで は ， こ

れ もま た あ や ま った こ とな の で あ る。 ブ ータ ンに は ，照 葉 樹 林 文 化 に共 通 に見 られ る

文 化 要 素 が歴 然 と存 在 して い る。

　 この二 の文 化 の系 の織 りなす 座 標 の 上 にブ ー タ ンの文 化 を位 置づ け る と き， ブ ータ

ンの 文化 に対 す る正 しい位 置 づ けを す る こ とが で き るで あ ろ う。
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